
 

Ⅳ 果 樹 

１ 果樹病害虫 

 

果樹病害虫重点防除指導方針 
 

本県の主要樹種としてウメ・ナシ・カキがあり、その他にブドウやイチジクが比較的多く栽培されている。 

果樹では病害虫の発生動向に注意し、病害虫の生態や薬剤の性質を踏まえた防除を指導するとともに、栽培環境の整備や

栽培上の工夫・改善によって安全で効率的な防除方法の普及をはかる。さらに、農薬の適正使用を徹底し、果物の安全性・

農業者の健康保持・環境保全に努める。 

 

１ 耕種的防除の推進 

（1）病害虫抵抗性品種・台木を利用する。 

（2）新規に果樹品目を導入する場合は、品目の中で早生種とされる品種を優先し、病害虫の罹病・加害リスクを下げる。 

（3）有機物の投入や土壌の深耕など土づくりを行い、樹体生育の健全化により、病害虫への抵抗性を高める。 

（4）果樹園およびその周辺において被害部位は焼却や地中埋設により迅速に処分し、病害虫の発生源や越冬場所の減少を

通して、栽培環境の改善をはかる。 

 

２ 主要病害虫の防除技術 

（1）薬剤による防除は、予防散布および病害虫の発生初期散布を基本とする。 

（2）防除効果を高めるため、組織による効率的な防除を推進する。 
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（１） ウ メ            〔果樹類＞落葉果樹＞核果類＞小粒核果類＞うめ〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 
病害虫名 防除時期 摘  要 

黒 星 病 生 育 期 

（開花終了

～ ５ 月 ） 

・果実への感染から発病までの潜伏期間は30日以上ある。 

・４月中旬～５月上旬の天候が低温多雨になると発生が多くなる可能性がある。 

・風通しや日照の悪い園で多発する。多発園では散布間隔を10日以内にする。 

収 穫 後 

( ８ ～ ９ 月 ) 

･翌年の発生源になる枝病斑を減らすとともに、花枝生産をする場合はその品質向上をはか

るため、収穫後から９月末までに薬剤を散布する。 

か い よ う 病 葉芽発芽前 

ま で 

( 休 眠 期 ) 

・常発地では休眠期防除が不可欠だが、強風を受けやすい園では防風垣や防風ネットに

よる防風対策が必須である。 

果実肥大期 

(４月上旬～

５月上旬 ) 

・強風や降雹等で傷害を受けた場合は、治療効果のある抗生物質剤を速やかに散布する。 

・かいよう病の防除対策は欄外参照。 

灰色かび病 生 育 期 

(開花終了直後 

～４月中旬) 

・開花後のガクや雄しべで発病が始まり、幼果では多くの場合、果梗周辺にやや窪んだ病

斑を生じる。好適な条件が揃うと、果実全体が菌糸で覆われ落果する。 

・開花盛期から開花終期までの日数が10日以上に長引くと発生が多くなる傾向にある。 

す す 斑 病 生 育 期 

（５月下旬～６

月 上 旬 ） 

・５、６月に雨の多い年や収穫期が遅い谷あいの園で多発しやすい。 

・ネット収穫を行う場合は、収穫開始時期を考慮して最終薬剤散布の時期を調整する。 

環紋葉枯病 

葉 炭 疽 病 

収 穫 後 

（ ７～８月 ） 

・発生前の予防散布または発生初期に薬剤散布を行う。 

切り口および傷

口のゆ合促進 

剪定整枝時､ 

病患部削り取り

直 後 ､ 及 び 

病枝切除後 

・切り口にトップジンＭペーストを適量塗布する。 

アブラムシ類 生 育 期 

（ ４ 月 ～ 

５ 月 中 旬 ） 

・幼木や窒素過多で生育旺盛な樹に発生が多い。 

・展葉期から５月に高温、乾燥が続くと多発しやすい。 

・展葉直後の新梢や幼果に寄生して吸汁する。新梢に寄生すると葉は萎縮する。 

ノコメトガリキリガ 

（ﾓ ﾓ ﾉ ﾊ ﾅ ﾑ ｼ ） 

開花終了直後 

～ 幼 果 期 

・花蕾および幼果に貫入・食害する。 

コ ス カ シ バ 休 眠 期 

（落葉後～ 

萌 芽 前 ） 

・この時期にガットキラー乳剤を用いる場合、樹幹部および主枝に十分散布する。新芽の薬

害を避けるため、萌芽前に散布を終える。 

幼虫発生期 

(5月～10月) 

・生物農薬を用いる場合は、効果を高めるため晴天時の散布は避け、曇天または少雨時に

散布するのが望ましい。 

・虫糞が見られるところを中心に主幹部全体に散布する。 

成虫発生期 

（5月上中旬） 

・この時期は成虫の交尾阻害により密度低下をはかる性フェロモン剤を用いる。 

・ディスペンサーを枝に巻き付け固定する｡効果は１シーズン限りなので毎年付け替える。 

・効果を高めるために、広範囲一斉設置と併せて防風垣の設置を行う。 

ケ ム シ 類 幼虫発生期 ・ウメを食害するケムシ類としては、春季に発生するマイマイガ、オビカレハ、夏秋季に発生

するモンクロシャチホコ等がある。 

［耕種的防除］ ・せん定時に越冬卵塊を取り除く。 

・卵は１か所に固めて産み付けられ、若齢幼虫のうちは狭い範囲に群がる性質がある。

分散前の若齢幼虫のうちに発見し、捕殺する。 

ハマキムシ類 

アメリカシロヒトリ 

収 穫 後 

（ ８～９月 ） 

・害虫の早期発見に努める。 
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病害虫名 防除時期 摘  要 

カイガラムシ類 

 

カイガラムシ類

幼 虫 

 

ウ メ シ ロ 

カイガラムシ 

第１世代発生期 

（ ４ 月 下 旬 

～５月中旬） 

･ウメシロカイガラムシ、タマカタカイガラムシの防除対策は欄外参照。 

・成虫のカイガラをめくって、産卵～幼虫ふ化時期を把握し、発生初期に散布する。 

・ウメシロカイガラムシは幼虫発生初期および７～１０日後の２回防除すると効果が高い。 

・休眠期防除参照。 第２世代発生期 

（７月中下旬） 

第３世代発生期 

（ ８ 月 下 旬 

～９月上旬） 

ケシキスイ類 

 

ア カ マ ダ ラ 

ケ シ キ ス イ 

収 穫 前 ・ウメ果実を食害するのはアカマダラケシキスイであり、落果後、数時間で幼虫が果実へ侵

入し始める。 

・成虫は５月中旬～秋まで発生し、幼虫は６月上旬～８月上旬まで発生する。 

［耕種的防除］ ・園内に落ちている梅が増殖源となるため、早急に園外へ撤去する。 

・落下果実をなるべく地面に接触させないよう、ネット収穫では朝夕２回以上こまめに果

実の回収を行う。 

 
 

② かいよう病の防除 
本病は、果実に病斑を作り商品価値を低下させるだけでなく、開花期に花梗付近に感染したものは後に黒変して、

落花（落果）につながることが多い。また、感染した枝は、病斑部分で亀裂を生じたり、折れたりすることがある。しかし、

本病に対して卓越した効果のある防除体系は確立されていないので、次の各項目により総合的な対応を行う。 

・防風垣・防風ネットの設置 

風雨によってできた傷口が主な感染経路となるので、樹園地の周囲に防風垣や防風ネットを整備して、風当

たりを和らげることが薬剤散布よりも重要である。なお、防風対策は、ミツバチなどの訪花昆虫の活動にも良い影

響をもたらす。 

・抗生物質薬剤の散布 

暴風雨や降雹があった場合、天候回復後すみやかに散布する。また、常発園では４月中旬に散布すると発生

抑制効果が高い。 

・ボルドー剤の散布 

防風対策が不十分な場合、果実肥大期の薬剤散布だけでは、十分な効果が認められない事例が多い。葉芽

発芽までのボルドー剤散布によって、かいよう病の越冬菌密度を低下させることができ、果実肥大期に散布する

薬剤の効果を高めることができる。 

 

③ カイガラムシ類の防除 
ウメシロカイガラムシ 

・年３回発生し、５月上旬に発生する第１世代が果実にも加害する（次頁図）。 

・多数の幼虫や成虫が集団でウメ樹に寄生するため、樹勢の低下やこうやく病の発生原因になる。 

・ふ化から２週間程度でカイガラを形成するため、ふ化直後に薬剤散布しないと防除効果が著しく低下す

る。 

・薬剤の効果を得るためには、雌成虫のカイガラをめくって産卵時期を把握しながら、ふ化時期を正しく

判断し、ふ化最盛期に適切な薬剤を用いて防除を行う。 

タマカタカイガラムシ 

・幼虫と雌成虫が寄生して、吸汁加害する。多発すると落葉が早まったり、枝が枯死する恐れがある。 

・年１回発生する。２齢幼虫で越冬し、５月下旬～６月上旬にふ化する(次頁図)。 

・もっとも有効な防除時期はふ化直後の５月末頃であり、日陰部を好んで定着するため、樹の下から吹き

上げて薬剤を散布すると効果が安定する（平成29年度実用化技術）。 
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④ モモヒメヨコバイの生態と防除 
本県でのモモヒメヨコバイの発生は、令和６年に初めて確認（同定）された。成虫は、体長3～3.5mmで、

体色は黄緑色から緑色。幼虫は若齢の時は薄い黄色で、老齢になるにつれて濃くなり、成虫と同じ緑色にな

る。複眼は黒く、頭頂部に特徴的な黒点がある。詳しい生態は明らかにされていないが、成虫で越冬する可

能性があり、１年に複数の世代が発生すると考えられる。 

幼虫・成虫が葉を吸汁することで加害し、葉がかすり状に白く脱色し、やがて黄化する。被害量が多いと

早期落葉し、翌年の樹勢、収量への影響があると考えられる。被害葉の裏側には、幼虫の白い脱皮殻が付着

していることが多い。 

国内ではウメ、モモ、ハナモモ等のバラ科の果樹や花木への加害が確認されており、海外ではナシ、リン

ゴ、ポポー等への加害も報告されている。 

 春先から圃場内をよく見回り、発生、被害の早期発見に努める。防除の際には、必ず登録のある薬剤を散

布する。通常の薬剤防除を行っている生産園地では、本種による大きな被害は確認されていないが、放棄園

など管理不足の園地では急速な増殖が見られることから、地域で連携した防除対策が重要である。 

 

⑤ スプリンクラー防除 
薬剤散布の作業を省力化できるが、薬液量は手散布の約２倍必要になる。また、枝葉が繁茂した状態では

枝幹への薬液の付着が劣るため、カイガラムシ等の枝幹害虫に対する防除や５月中旬以降のすす斑病防除は、

従来どおり手散布で行う必要がある。 
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 ウメ【殺菌剤・その他】 RPA

かいよう

病
すす斑病

すす斑病

(うめ)

灰色かび

病

環紋葉枯

病
黒星病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

葉炭疽病

銅水和剤

による薬

害の軽減

うめ ICﾎﾞﾙﾄﾞｰ66D 銅水和剤 M1
葉芽発芽

前まで
-

200～700㍑

/10a
散布 50倍

うめ Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ 銅水和剤 M1
葉芽発芽

前まで
-

200～700㍑

/10a
散布 500倍

うめ ｲｵｳﾌﾛｱﾌﾞﾙ 水和硫黄剤 "UN(I*)
発病前～

発病初期
-

200～700㍑

/10a
散布 500倍

うめ ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 5000倍 5000倍

うめ ｵﾙﾌｨﾝﾌﾟﾗｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ･ﾌﾙ

ｵﾋﾟﾗﾑ水和剤
"「-」(I*),3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍

うめ ｶｽﾐﾝ液剤 ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ液剤 24
収穫30日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍

うめ ｻﾙﾌｧｰｿﾞﾙ 水和硫黄剤 "UN(I*)
発病前～

発病初期
- 散布 500倍

うめ ｽｺｱ顆粒水和剤
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

うめ ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水

和剤
11

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍
2000倍 2000倍

2000～

3000倍

うめ ﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼﾞﾁｱﾉﾝ水和剤 M9 劇
収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

2000倍

1500～

2000倍

うめ ﾅﾘｱWDG

ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ･

ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ水和

剤

11,7
収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

うめ ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ液剤5
ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝ液

剤
U18

収穫7日前

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍

うめ ﾍﾞﾙｸｰﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000倍 2000倍 2000倍

うめ ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

うめ ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水和剤

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸

塩･ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ水

和剤

"「-」

(I*),M7

収穫30日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

うめ ﾏｲｺｼｰﾙﾄﾞ
ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ

水和剤
41

収穫21日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍

うめ ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ水和

剤
2

収穫45日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

小粒核

果類
ｵｰｿｻｲﾄﾞ水和剤80 ｷｬﾌﾟﾀﾝ水和剤 M4

収穫21日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 800倍

800～

1000倍

小粒核

果類
ｶﾅﾒﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ水

和剤
7 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍 4000倍

小粒核

果類
ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
1 【A】

3回

以内
塗布 原液

小粒核

果類
ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水

和剤
1

収穫21日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

小粒核

果類
ﾈｸｽﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｲｿﾋﾟﾗｻﾞﾑ水和

剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍

小粒核

果類
ﾊﾟﾚｰﾄﾞ15ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｼﾞﾌﾙﾐﾄﾞ水

和剤
7

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

小粒核

果類
ﾌﾙｰﾂｾｲﾊﾞｰ

ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ水

和剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

2000倍

小粒核

果類
ﾏｽﾀﾋﾟｰｽ水和剤

ｼｭｰﾄﾞﾓﾅｽ ﾛﾃﾞ

ｼｱ水和剤
「-（生）」

収穫前日

まで
-

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

小粒核

果類
ﾐｷﾞﾜ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾌﾟﾌﾙﾌｪﾉｷﾝ水

和剤
52

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

小粒核

果類(す

ももを

除く)

ｽﾀｰﾅ水和剤
ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸水

和剤
31

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

小粒核

果類(す

ももを

除く)

ﾑｯｼｭﾎﾞﾙﾄﾞｰDF 銅水和剤 M1
葉芽発芽

前まで
-

200～700㍑

/10a
散布 500倍

うめ ｸﾚﾌﾉﾝ
炭酸ｶﾙｼｳﾑ水

和剤
- - 【Z】 200倍

使用時期：【A】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

使用方法：【Z】銅水和剤に混用して散布

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞ

ｼﾙ酸塩水和剤
M7

収穫30日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

使用時期作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
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ウメ【殺虫剤・その他】 RPA

ｱｶﾏﾀﾞﾗｹｼ

ｷｽｲ
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄ

ﾘ

ｳﾒｼﾛｶｲｶﾞ

ﾗﾑｼ

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類幼虫
ｹｼｷｽｲ類 ｹﾑｼ類 ｺｽｶｼﾊﾞ

ﾉｺﾒﾄｶﾞﾘｷﾘ

ｶﾞ
ﾊﾏｷﾑｼ類

うめ ｱｸﾀﾗ顆粒水溶剤 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ水溶剤 4A
収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

うめ ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A
収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍

ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
収穫7日前

まで
1000倍

ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞ水和剤
収穫後～

落葉前
1000倍

ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤

休眠期(落

葉後～萌

芽前)

【Z】 100倍

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤
収穫14日

前まで

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍
1000倍 1000倍

うめ ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水溶

剤
4A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
2000倍

2000～

4000倍

うめ ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ顆粒水和剤
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ水和

剤
4A 劇

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍

2000～

4000倍

開花期ま

で
1回

5～200㍑

/10a
【Z】 200倍

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍 4000倍

うめ ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ水和剤 3A 劇
収穫21日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍 4000倍

うめ ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水溶剤 4A 劇
収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

6000倍
2000倍 2000倍 2000倍

小粒核

果類
ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶剤 4A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

小粒核

果類
ｳﾗﾗDF ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ水和剤 29

収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

小粒核

果類
ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和

剤
13 劇

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

小粒核

果類
ｺﾙﾄ顆粒水和剤

ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ水

和剤
9B

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
2000倍

小粒核

果類
ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶剤 4A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

小粒核

果類
ﾓﾍﾞﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｽﾋﾟﾛﾃﾄﾗﾏﾄ水和

剤
23

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

小粒核

果類(す

ももを

除く)

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水和剤34
ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水和

剤
1B 劇

収穫21日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

果樹類 ﾊﾞｲｵｾｰﾌ
ｽﾀｲﾅｰﾈﾏ ｶｰﾎﾟｶ

ﾌﾟｻｴ剤

「-

（生）」

幼虫発生

期
- 25㍑ 【Y】

2500万頭

(約10g)

果樹類 ｽｶｼﾊﾞｺﾝL ｼﾅﾝｾﾙｱ剤

成虫発生

初期から

終期

【X】
8g/100

本製剤

使用方法：【Z】樹幹部及び主枝に散布、【Y】虫糞が見られる所を中心に主幹部全体に散布、【X】ディスペンサーを対象作物の枝に巻き付け設置する

2回

以内
うめ MEP乳剤 1B

うめ ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ水

和剤
28

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

うめ
ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ水

和剤
16

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期
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（２） ナ  シ                  〔果樹類＞落葉果樹＞仁果類＞なし〕 

 

①  防除のポイント・注意点                

病害虫名 防除時期 摘  要 

黒 斑 病 幼 果 期 ・｢二十世紀｣では袋かけ直前に薬剤を散布し、防除後は時間を空けないで袋かけを行

う。 

・５月下旬～６月は感染最盛期なので、７日おきに防除し、梅雨時期には展着剤を必ず
使用する。 

黒 星 病 脱 苞 期 ～ 

開 花 前 

・りん片がずれ始めた頃に薬剤を散布すると効果が高い。 

幼 果 期 ～ 

果 実 肥 大 期 

および 

収 穫 期 

・春先に降雨が多く、低温の年は多発する。 

・防除が必要なときは、雨の止み間や少雨でも防除する。 

・9～10月は秋季発生期であり、収穫期間中でも使用基準を守って薬剤散布する。 

収 穫 後 ・休眠期防除参照 

［耕種的防除］ 

 

・病斑がついている枝や芽は切り取り、園外で焼却処分する。 

・欄外参照 

赤 星 病 ・開花直前～５

月 上 旬 

・多発園では、初発期とさらにその１週間後に散布する。 

［耕種的防除］ ・中間宿主であるビャクシン類を周辺(１㎞程度)から取り除く。 

輪 紋 病 

（ いぼ皮病） 

剪 定 整 枝 時 

及 び 病 患 部 

削り取り直後 

・枝幹部のいぼにトップジンＭペーストを塗布して、いぼからの胞子飛散を封じ込める。 

６ 月 上 旬 

～ ７ 月 下 旬 

・摘果直後・梅雨期・果実肥大後期が、防除適期である。 

胴 枯 病 剪定（整枝）時及

び病患部削り取り

直 後 

・せん定直後の切り口にトップジンＭペースト、またはバッチレートを塗布する。 

・特に、｢幸水｣は予防効果が高い。 

・生育期にも病患部の早期発見に努め、見つけ次第、病患部を大きめに完全に削りとり、

その傷あとおよび周辺部に十分塗布する。 

白 紋 羽 病 

欄外参照 

収穫３０日前ま

で 

・休眠期処理では、根を露出させ病患部切除後に薬剤をかん注する。 

・生育期処理では、土を掘り返さず、かん注器により土壌に注入する。 
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病害虫名 防除時期 摘  要 

カ メ ム シ 類 ５ 月 中 旬 

～ ９ 月 上 旬 

・成虫が山林から果樹園に飛来し、幼果期から収穫期まで加害するため、常に発生動向

に注意する。 

ナシグンバイ ５ 月 下 旬 

～ ６ 月 中 旬 

・夏から秋にかけて高温、乾燥が続く年は発生に注意する。 

ヤ ガ 類 

（果実吸汁蛾類） 

[ 被 害 時 期 ] 

７ 月 中 旬 ～ 

収 穫 期 

・幼虫が山林原野で発育し、成虫が夜間のナシ園に飛来して果実を吸汁する。近くに山

林原野があると被害を受けやすい。 

・ナシを加害するヤガとしてアケビコノハ、フクラスズメ、ナシケンモンがある。 

［耕種的防除］ 

 

・ 

薬剤による防除法はなく、多目的防災網等でナシ園全体を被覆し、成虫の侵入防止をは

かる。 

・忌避効果のある黄色灯を設置し、夜間に点灯する。 

アブラムシ類 ５ 月 上 旬 

～ ７ 月 下 旬 

・展葉期には葉の薬害が発生しやすいので注意する。 

カイガラムシ

類 

５ 月 上 旬 

～ ７ 月 中 旬 

・特に春先の発生に注意する。 

・５月上～中旬、７月上～中旬頃の幼虫ふ化期から若齢幼虫期に防除する。 

・休眠期防除参照 ク ワ コ ナ 

カ イ ガ ラ ム シ 

コナカイガラムシ

類若 齢 幼 虫 

７ 月 上 旬 

～ 中 旬 

［コナカイガラ

ムシ類の耕種

的防除：バンド

誘殺法］ 

・９月下旬までに主枝や亜主枝にクラフト紙を巻きつけ、12月～２月に取り外して焼却、駆

除する。 

ナ シ ホ ソ ガ 

（ナシノカワモグリ） 

６ 月 下 旬 

～ ７ 月 上 旬 

・６月下旬から７月上旬頃の越冬世代成虫発生最盛期を中心に防除する。 

シンクイムシ類 ７月上旬～中旬 ・｢豊水｣では、さらに８月中～下旬の間に薬剤防除を行う。 

ナシヒメシンクイ 成虫発生初期 ・性フェロモン剤は、ディスペンサーを細枝などに巻き付け、圃場内で均一になるように

設置する。晩生品種には残効が及ばないことがあるので、８月中旬に50本/10aを追加

で設置する。 

［耕種的防除］ ・被害枝、被害芽は切除後に焼却する。 

ハマキムシ類 ５ 月 中 旬 

～ ６ 月 下 旬 

・発生状況を見ながら、ふ化幼虫の最盛期に防除する。 

ハ ダ ニ 類 

 

欄外参照 

 

休眠期防除参照 

［耕種的防除］ 

 

・雑草中で増殖を繰り返すので、草刈りを励行する。なお、草刈りに合わせて薬剤を散布

する。 

・９月中旬に樹幹部にコモ等をまきつけ、バンド誘殺する。 

ﾆｾﾅｼサビダニ 

 

欄外参照 

５ 月 上 旬 

～ ６ 月 上 旬 

・本種は、ナシの徒長枝先端部の新葉に寄生して吸汁加害するほか、増殖すると葉にさ

び症状を呈する被害を発生させる。被害葉は褐変、変形し、被害が進行すると早期に

落葉する。 

・被害の発生程度には品種間差があり、「二十世紀」など葉に繊毛の多い品種で著しい。 

・休眠期防除参照 
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② 黒星病防除 
発生の特徴 
・９月以降の罹病落葉とりん片病斑が伝染源となり、翌年の３月中旬頃から５月下旬頃にかけて降雨のたびに胞子が

飛散し、伝染する。その後、病斑上に形成された分生子は、降雨時に分散して伝染を繰り返す。 

・開花直前から開花後約２週間までに、降雨日が多いと感染が増大する。 

・葉・葉柄・りん片・花そう基部・果実・新梢に、発病する。もっとも感受性が高い「幸水」では、満開40日後頃には感受

性がいったん低下するが、その後再び徐々に高まり、満開75～90日後に最盛期に達する。 

防 除 法 
・もっとも重要な防除時期は、開花直前から開花後２週間までであり、この時期の薬剤防散布を徹底する。 

・落葉は、集めて土中に埋めるか焼却する。乗用草刈機での粉砕、ロータリーでの粉砕、すき込みも効果がある。 

・りん片および芽基部の病斑は、開花直前までに切除する。 

・施肥量の適正化とともに、風通し・日当たりを良くして、健全な樹に育てる。 

 

③ 白紋羽病防除 
発生の特徴 
・春季の発芽が遅れ、新梢伸長が悪くなる。葉色はやや淡くなり、果実は小玉傾向となる。 

・花芽の数が多くなり、秋季の紅葉、落葉が早くなる。 

・地上部にこのような症状が出た樹の根を掘り上げてみて、根に真っ白い菌糸が扇状に密着している場合は、白紋羽

病と診断される。 

防 除 法 
・上記のような特徴が一見して分かる場合は、防除が困難な場合が多いので、園内をよく見回り早期発見、防除に努

める。 

・重症の樹では休眠期処理とし、樹の周囲の半径１ｍ、深さ１５㎝程度の土を掘り上げ、根を露出させる。病根を除去し

た後、薬剤かん注し、埋め戻す土と薬液がよく混ざるようにしながら埋め戻す。 

・軽症樹や重症樹の隣接樹では、生育期に土壌かん注器を用いて、薬剤をかん注処理する。 

 

④ ハダニ類、ニセナシサビダニの防除 
ダニ剤の特性と使用上のポイント 

・前年多発した園では、休眠期防除とともに展葉後なるべく早い時期に防除する。 

・ハダニ類は繁殖が早く、高密度になると防除が困難になるので、発生初期に薬剤散布する。 

・多発園では、５～６日おきに系統の異なる薬剤で２～３回防除する。 

・浸透移行性がない薬剤は、かけ残しのないように葉の表裏に丁寧に散布する。 

・成虫に対する防除効果がない薬剤は、薬剤の効果発現には10日程度を要する。 
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 ナシ【殺菌剤】 RPA

黒星病 黒斑病
傷口の

ゆ合促進
赤星病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

胴枯病 白紋羽病 輪紋病

なし ICﾎﾞﾙﾄﾞｰ48Q 銅水和剤 M1
収穫後～

開花前
-

200～700㍑

/10a
散布 30倍

なし ｱｸｻｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ･

ﾌﾙｷｻﾋﾟﾛｷｻﾄﾞ

水和剤

3,7
収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

なし ｱﾘｴｯﾃｨC水和剤
ｷｬﾌﾟﾀﾝ･ﾎｾﾁﾙ

水和剤
M4,P7

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

400～800

倍

400～800

倍

休眠期 1回
300～400㍑

/10a
散布 250倍

収穫45日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍 500倍

なし ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

5000～

12000倍

8000～

12000倍
5000倍

なし ｵｰｼｬｲﾝ水和剤
ｵｷｽﾎﾟｺﾅｿﾞｰﾙﾌﾏ

ﾙ酸塩水和剤
3

収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

3000～

4000倍
2000倍

3000～

4000倍

なし ｵｷｼﾗﾝ水和剤
ｷｬﾌﾟﾀﾝ･有機

銅水和剤

M1,M

4

収穫3日前

まで

9回

以内

200～700㍑

/10a
散布

500～600

倍

500～600

倍

500～600

倍

なし ｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ水

和剤
3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
2000倍

2000～

4000倍
2000倍

なし ｶﾅﾒﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ水

和剤
7 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

4000～

8000倍
4000倍

4000～

8000倍
4000倍

なし ｷﾉﾝﾄﾞｰ水和剤80
収穫3日前

まで

9回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1200～

2000倍

1200～

2000倍
1200倍

なし ｷﾉﾝﾄﾞｰ顆粒水和剤
収穫3日前

まで

9回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍

なし ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*)
収穫30日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

400～600

倍

400～600

倍

400～600

倍

400～600

倍

なし ｽｸﾚｱﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ水

和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

なし ｽｺｱ顆粒水和剤
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
2000倍

2000～

4000倍
2000倍

なし ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水

和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

なし ｾﾙｶﾃﾞｨｽDﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｼﾞﾁｱﾉﾝ･ﾌﾙｷｻ

ﾋﾟﾛｷｻﾄﾞ水和

剤

7,M9 劇
収穫60日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍 1500倍

なし ﾁｵﾉｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3
収穫30日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍 500倍

なし ﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼﾞﾁｱﾉﾝ水和剤 M9 劇
収穫60日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

なし ﾄﾞｷﾘﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 有機銅水和剤 M1
収穫3日前

まで

9回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍

【A】 原液

【B】 原液 原液 原液

なし ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水

和剤
3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

なし ﾄﾚﾉｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3
収穫30日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍 500倍

なし ﾅﾘｱWDG

ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ･

ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ水和

剤

11,7
収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

なし ﾈｸｽﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｲｿﾋﾟﾗｻﾞﾑ水和

剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

3000倍
1500倍

1500～

3000倍
1500倍

なし ﾊﾞｼﾀｯｸ水和剤75 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ水和剤 7
収穫60日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

500～

1000倍

なし(西洋

なしを除

く)

ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ顆粒水和剤 TPN水和剤 M05

収穫後～

落葉終了

まで

3回

以内

200～

700L/10a
散布 1000倍

3回

以内
塗布

有機銅水和剤 M1

なし ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
1

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

なし ｱﾝﾄﾗｺｰﾙ顆粒水和剤
ﾌﾟﾛﾋﾟﾈﾌﾞ水和

剤
M3

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

R7
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黒星病 黒斑病
傷口の

ゆ合促進
赤星病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

胴枯病 白紋羽病 輪紋病

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

なし ﾊﾞｯﾁﾚｰﾄ 有機銅塗布剤 M1 【C】
3回

以内
【Z】 原液 原液

なし ﾊﾟﾚｰﾄﾞ15ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾋﾟﾗｼﾞﾌﾙﾐﾄﾞ水

和剤
7

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍
2000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

なし ﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀ顆粒水和剤
ﾋﾟﾘﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ水

和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

3000～

4000倍

3000～

4000倍

3000～

4000倍

なし ﾌﾙｰﾂｾｲﾊﾞｰ
ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ水

和剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

3000倍

1500～

3000倍

100～200㍑

/樹

土壌灌

注
1000倍

200～700㍑

/10a
散布

2000～

2500倍

2000～

2500倍
2000倍

50～100㍑/

樹

土壌灌

注
500倍

なし ﾍﾞﾗﾝﾃｨｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾒﾌｪﾝﾄﾘﾌﾙｺﾅ

ｿﾞｰﾙ水和剤
3

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 8000倍

なし ﾍﾞﾙｸｰﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
収穫14日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍 1500倍

なし ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤
収穫14日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

なし ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水和剤

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸

塩･ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ水

和剤

"「-」

(I*),M

7

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍

1500～

2000倍
1500倍

なし ﾐｷﾞﾜ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｲﾌﾟﾌﾙﾌｪﾉｷﾝ水

和剤
52

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

なし ﾕﾆｯｸｽ顆粒水和剤47
ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ水和

剤
9

収穫21日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

1000～

2000倍

なし ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ水和

剤
2

収穫14日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

使用時期：【A】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後、

【B】剪定整枝時及び病患部削り取り直後、

【C】剪定時及び病患部削り取り直後

使用方法：【Z】剪定枝の切口､病患部の削除あとに塗布

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞ

ｼﾙ酸塩水和剤
M7

なし ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞSC
ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ水和

剤
29

収穫30日

前まで
1回

R7
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ナシ【殺虫剤・その他】 RPA

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類
ｶﾒﾑｼ類

ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑ

ｼ

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類若齢幼虫
ｼﾝｸｲﾑｼ類 ﾅｼｸﾞﾝﾊﾞｲ ﾅｼﾎｿｶﾞ

ﾆｾﾅｼｻﾋﾞ

ﾀﾞﾆ
ﾊﾀﾞﾆ類 ﾊﾏｷﾑｼ類

なし ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤
ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和

剤
3A

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

なし ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A
収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍
2000倍

2000～

3000倍
2000倍

なし ｳﾗﾗDF
ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ水和

剤
29

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

なし ｵﾘｵﾝ水和剤40
ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ水和

剤
1A 劇

収穫3日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

なし ｺﾛﾏｲﾄ水和剤
ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ水

和剤
6

収穫前日

まで
1回

400～700㍑

/10a
散布 2000倍

なし ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10
ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟ

ﾛｰﾙ水和剤
28

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2500～

5000倍

2500～

5000倍

なし ｻﾝﾏｲﾄ水和剤
ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水

和剤
21A 劇

収穫21日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

なし ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

2000倍
1500倍 2000倍

なし ｽﾀｰﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ水

和剤
25A

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

なし ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾋﾟﾌﾙﾌﾞﾐﾄﾞ水

和剤
25B

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

なし ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ水

和剤
25A

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

なし ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ

水和剤
21A

収穫14日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

なし ﾃﾞｨｱﾅWDG
ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ水和

剤
5

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

5000～

10000倍

5000～

10000倍

なし ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾑﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｽﾙﾎｷｻﾌﾛﾙ水

和剤
4C

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

1000～

2000倍

なし ﾆｯｿﾗﾝ水和剤
ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ水

和剤
10A

収穫7日前

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

なし ﾊﾟｰﾏﾁｵﾝ水和剤
ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ･

MEP水和剤
1B,3A 劇

収穫30日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍
1000倍 1000倍

1000～

2000倍
1000倍

なし ﾊﾁﾊﾁﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ

水和剤
"21A(I*) 劇

収穫30日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

なし ﾊﾞﾛｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ水

和剤
10B

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

なし ﾋﾟﾗﾆｶ水和剤
ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ

水和剤

"21A(I

*)
劇

収穫14日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

1000～

2000倍

なし ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ

水和剤
28

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍

4000～

6000倍

なし ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ水溶剤
ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ水溶

剤
4A

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

なし ﾏﾄﾘｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ

水和剤
18

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

なし ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍
4000倍

なし(無

袋栽培)

収穫21日前

まで

800～

1200倍

800～

1000倍

800～

1200倍

800～

1200倍

800～

1000倍

800～

1200倍

なし(有

袋栽培)

収穫14日前

まで

800～

1200倍

800～

1000倍

800～

1200倍

800～

1200倍

800～

1000倍

800～

1200倍

なし(無

袋栽培)

収穫21日前

まで

1000～

2000倍
1000倍 1500倍 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

なし(有

袋栽培)

収穫14日前

まで

1000～

2000倍
1000倍 1500倍 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

日本な

し
ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水和剤34

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水

和剤
1B 劇

収穫14日

前まで

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍
1000倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

果樹類 ﾅｼﾋﾒｺﾝ ｵﾘﾌﾙｱ剤
-

(ﾌｪ)

成虫発生初

期から終期

50～100本

/10a
【A】

50～100

本/10a

←ﾅｼﾋﾒｼﾝ

ｸｲ

使用方法：【A】ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰを対象作物の枝に挟み込み、または巻き付け設置する。

使用時期作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

↑ミカンハダニ

を除くハダニ類

ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40 MEP水和剤 1B

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B

200～700㍑

/10a
散布

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

6回

以内
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（３） カ  キ                   〔果樹類＞落葉果樹＞かき〕 
 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

炭 疽 病 生 育 期 ・一般に甘柿品種群で発生が多い。 

・若木や強せん定により新梢伸長の旺盛な樹で発生が多い。 

［耕種的防除］ ・炭疽病が発生している枝は切り取って、焼却する。 

落 葉 病 生 育 期 ・円星落葉病と角斑落葉病があり、著しい落葉によって、果実が早期に軟化して落果する被

害となる。 

・落葉病は5～7月に防除を行う。発病後の薬剤防除は効果がない。 

［耕種的防除］  ・落葉病に罹病した落葉は、埋設または焼却処分を行う。 

う ど ん こ 病 生 育 期 ・初発を抑制する５月および病徴が見え始める８月の薬剤散布が有効である。 

・窒素肥料過多の樹に発病しやすいので、肥培管理を適切に行う。 

す す 点 病 生 育 期 ・カキ以外の宿主植物が多い山間部で発生が増加しやすい。 

［耕種的防除］  ・密植や過繁茂を避け、通風を良好にする。 

切り口および 

傷口のゆ合促進 

剪定整枝時、 

病患部削り取り

直 後 、 及 び 

病 枝 切 除 後 

・切り口に適量のトップジンＭペーストを塗布する。 

アザミウマ類 生 育 期 ・カキクダアザミウマおよびチャノキイロアザミウマがカキを加害する。 

カ キ ク ダ 

ア ザ ミ ウ マ 

展 葉 期 

～ 幼 果 期 

・４月中旬頃から越冬成虫がカキに飛来する。未展開葉の中を加害し、被害葉の葉縁は内

側にカールする。６月上旬頃から幼果を加害する。 

チャノキイロ 

ア ザ ミ ウ マ 

開 花 始 期 

～ 幼 果 期 

・一般に｢平核無｣等の渋柿で発生が多く、甘柿での発生は少ない。 

・多様な植物に寄生し年間５～８回発生する。カキでは着果期を通して加害するが、開花か

ら１か月間の薬剤散布が重要である。 

［耕種的防除］ 

 

・光の乱反射により飛来量が減少し被害が軽減されるので、地面に反射シート等を敷設す

る。 

・雑草が繁殖場所になるので、圃場内外の除草を行う。また、除草に合わせて防除を行う。 

カキノヘタムシガ 

( カ キ ミ ガ ) 

生 育 期 ・発芽盛期から1週間後（4月中旬頃）が防除適期である。 

[耕種的防除]   ・粗皮下において前蛹態で越冬するので、休眠期に粗皮削りを行う。 

イ ラ ガ 類 

（ イ ラ ガ ） 

生 育 期 ・雑食性で、園地以外の樹でも発生するため、園周辺の樹も見回り、適宜、発生幼虫を駆除

する。 

カイガラムシ類 生 育 期 ・排泄物に発生するカビが｢すす病｣となって果実を汚染する。 

[耕種的防除]   ・粗皮下で越冬するので、休眠期に粗皮削りを行う。 

フ ジ コ ナ 

カイガラムシ 

生 育 期 ・第１世代（7月上旬～中旬頃）の薬剤散布が効果的である。 

カ メ ム シ 類 6 月 上 旬 

～ 8 月 上 旬 

・カメムシは夜間活動性なので、日暮れ前の薬剤散布が効果的である。 

ハマキムシ類 開 花 後 

～ 8 月 上 旬 

・ハマキムシの幼虫は巻葉の中にいて薬剤がかかりにくいため、加害部に薬剤がよくかか

るよう注意して散布する。 
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カキ【殺菌剤】 RPA

うどんこ

病
すす点病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

炭疽病 落葉病

かき ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*)
収穫45日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

400～800

倍

400～800

倍

かき ｽｺｱ顆粒水和剤
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍 3000倍 3000倍

かき ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水

和剤
11

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍 3000倍 3000倍

かき ﾃｰｸ水和剤
ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ･ﾏﾝ

ｾﾞﾌﾞ水和剤

"UN(I*),

3

収穫45日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 600倍 600倍 600倍

かき ﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼﾞﾁｱﾉﾝ水和剤 M9 劇
収穫90日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

かき ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
1 【A】

3回

以内
塗布 原液

かき ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水

和剤
1

収穫前日

まで

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

かき ﾅﾘｱWDG

ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ･

ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ水和

剤

11,7
収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

かき ﾈｸｽﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｲｿﾋﾟﾗｻﾞﾑ水和

剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍

かき ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞ

ｼﾙ酸塩水和剤
M7

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

かき ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1
収穫前日

まで

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

使用時期：【A】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

使用

回数
使用量

使用

方法
作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC

毒

劇
使用時期
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カキ【殺虫剤】 RPA

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 ｲﾗｶﾞ ｲﾗｶﾞ類 ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類
ｶｷｸﾀﾞｱｻﾞﾐ

ｳﾏ
ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ ｶﾒﾑｼ類

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞ

ﾐｳﾏ
ﾊﾏｷﾑｼ類

ﾌｼﾞｺﾅｶｲｶﾞ

ﾗﾑｼ

かき ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ水和剤
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ水

和剤
3A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

かき ｱﾄﾞﾏｲﾔｰ水和剤
ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ

水和剤
4A 劇

収穫7日前

まで【A】

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍
1000倍

かき ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B
収穫45日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍 1500倍 1500倍

かき ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤
ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ乳

剤
15

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

かき ｷﾗｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ水和

剤
2B

収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

かき ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水

和剤
13 劇

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

かき ｺﾙﾄ顆粒水和剤
ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ

水和剤
9B

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

かき ｼﾞｪｲｴｰｽ水溶剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水溶剤 1B
収穫45日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍 1500倍

かき ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

1500～

2000倍
1500倍

かき ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40 MEP水和剤 1B
収穫30日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

800～

1000倍

800～

1200倍

800～

1000倍

800～

1200倍

かき ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水

溶剤
4A

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

かき ﾄｸﾁｵﾝ乳剤 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ乳剤 1B
収穫75日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

かき ﾊﾟｰﾏﾁｵﾝ水和剤
ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ･

MEP水和剤
1B,3A 劇

収穫30日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍
1000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

かき ﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶剤 ｶﾙﾀｯﾌﾟ水溶剤 14 劇
収穫45日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍

1500～

3000倍
1500倍

かき ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

使用時期：【A】（ただし、露地栽培については発芽期から開花期を除く。）

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期
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（４） ブ ド ウ          〔果樹類＞落葉果樹＞ベリー類等の小粒果実類＞ぶどう〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病 害 虫 名 防 除 時 期 摘  要 

褐 斑 病 休 眠 期 ・発芽前から、予防散布する。 

幼 果 期 

生 育 期 

・病原菌は葉裏から侵入するので、薬液が葉裏に十分かかるように散布する。 

・葉で発病し、多発すると黄変して早期落葉する。 

・米国系品種で、発生が多い。 

［耕種的防除］ ・古くなった粗皮をはがし、落葉を回収して、いずれも園外で処分する。 

・巻きヒゲや病斑のある結果母枝を除去して、園外で処分する。 

晩 腐 病 休 眠 期 ・萌芽直前、新梢伸長期、開花期、落花期～小豆粒期、袋かけ直前、袋かけ後

～梅雨期が、防除適期である。 

・６月初めから７月中旬まで、降雨が多いと越冬源からの一次伝染が多くなる。

また、成熟期に降雨が多いと二次伝染が助長され、激発する。 

・摘粒を迅速に終わらせて、袋かけ・笠かけ前の薬剤散布後は薬液が乾き次

第、袋かけをすみやかに行う。 

生 育 期 

［耕種的防除］ ・袋かけでは、袋の中に雨滴が入らないように、止め金をしっかり果軸に巻く。 

・病原菌は結果母枝・果梗・巻きヒゲなどで越冬するため、果梗・巻きヒゲ・不要 

な結果母枝は取り除く。また、二番成り果房は格好の発生源になるので、見つ 

け次第、除去する。 

・露地栽培で発生が多く、多湿条件でより発病しやすいが、ハウスや簡易雨よ 

けなどの施設栽培により、発生の減少をはかることができる。 

黒 と う 病 休 眠 期 ・萌芽直後、新梢伸長期、開花期、落花期～小豆粒期、袋かけ直前、袋かけ後

～梅雨期が、防除適期である。 

・萌芽直前から梅雨明けまでの感染期に降雨が多いと多発し、特に4～5月の

連続降雨は、発病を著しく助長する。 

幼 果 期 

生 育 期 

［耕種的防除］ 

 

・巻きヒゲや病斑のある結果母枝を除去して、園外で処分する。 

・落花後の花冠(花カス)を落とす。 

灰色かび病 開 花 期 ～ 

幼 果 期 

・病原菌は低温・多湿条件を好むため、春に天候不順の時に突発的に発病す

る。 

・開花期前後から、予防散布を行う。 

［耕種的防除］ ・密閉した湿度が高いハウスで発病しやすいので、換気により湿度を低下させ 

る。 

・発病した花穂や果房は、見つけ次第取り除き、園外（ハウス外）に埋設する。 

べ と 病 開 花 期 ～ 

果 実 肥 大 期 

・欧州系品種は罹病性が高く、米国系品種は耐病性である。 

・梅雨や秋雨により病徴が急速にまん延するので、必ず予防的な薬剤散布を

行う。 

・病原菌は気孔から侵入するので、薬液が葉裏に十分かかるように散布する。 

さ び 病 幼 果 期 ～ 

果 実 肥 大 期 

・病原菌は葉裏から侵入するので、薬液が葉裏に十分かかるように散布する。 

［耕種的防除］ ・アワブキ属植物が中間宿主となるので、可能な限り周辺のアワブキを伐採す

る。 

・被害葉が伝染源となるので、発生園では落葉を収集し、園外で処分する。 

う ど ん こ 病 開 花 期 ～ 

果 実 肥 大 期 

・欧州系品種は罹病性が高く、米国系品種は耐病性である。 

・通風不良園やハウス栽培で、発生しやすい。 

・適度な湿度が保持され、４～５月の日照時間が長いほど発病が多くなる傾向

がある。 

・開花前後から予防散布を行う。 
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病 害 虫 名 防 除 時 期 摘  要 

切り口および傷

口のゆ合促進 

剪 定 整 枝 時 ､ 

病 患 部 削 り 

取 り 直 後 ､ 

及 び 

病 枝 切 除 後 

・切り口に、適量のトップジンＭペーストを塗布する。 

カ イ ガ ラ 

ム シ 類 

コナカイガラ 

ム シ 類 

開 花 前 

または 

袋 か け 以 降 

・薬剤防除は、ふ化直後の幼虫をねらって行う。 

・粗皮の間隙やせん定切り口など、暗くて狭いところに好んで寄生する習性が

あるので、枝幹にも薬液がたっぷりかかるように散布する。 

［耕種的防除］ ・雌成虫が粗皮下で越冬するので、粗皮削りを行う。 

アザミウマ類 

 

チャノキイロ 

ア ザ ミ ウ マ 

開 花 前 

落 花 後 

袋 か け 直 前 

・チャノキイロアザミウマでは、穂軸の褐変や果皮のコルク化が発生する。 

・幼果になってからでは防除効果が低いため、開花前から袋かけ直前まで防除

につとめる。 

・袋かけ直前に薬剤を散布し、袋内への害虫侵入を防ぐため隙間がないように

留め金を巻き付ける。 

・成虫の発生予察には、黄色粘着トラップが有効である。 

フ タ テ ン 

ヒ メ ヨ コバ イ 

生 育 期 ・幼虫・成虫ともに葉裏から吸汁することで、葉の表面に灰白色のカスリ症状を

示す。 

・ハウス内での発生が多く、激発すると排泄物で果粒を汚染する。 

・５～６月に防除すると、その後の発生は少なくなる。 

ス カ シ バ 類 

 

ブ ド ウ 

ス カ シ バ 

 

ク ビ ア カ 

ス カ シ バ 

５ 月 中 旬 

収 穫 直 後 

・ブドウを食害するスカシバ類として、ブドウスカシバおよびクビアカスカシバが

ある。 

・ブドウスカシバは、５月下旬～６月に幼虫が主に新梢の髄（中心部）を食害す

る。 

・クビアカスカシバは、スズメバチに擬態した成虫が６～８月に発生し、７月下旬

以降に幼虫食害部から虫糞木くずが目立つ。 

・クビアカスカシバに対しては、枝幹部や株元に薬剤を散布する。 

［耕種的防除］ ・クビアカスカシバは、虫糞の噴出部を見つけ、捕殺する。 

・薬剤付着および虫糞発見の効率を高めるため、粗皮はがしを行う。 

ブ ド ウ 

ト ラ カ ミ キ リ 

休 眠 期 ・越冬幼虫を対象に、休眠期防除は樹全体に薬剤を散布する。 

・新芽・新葉に薬害を生じる恐れがあるので、萌芽前に散布を終える。 

ハ ダ ニ 類 

 

カンザワハダニ 

 

ナ ミ ハ ダ ニ 

 

ブドウサビダニ 

生 育 期 

または 

休 眠 期 

・ハウス内での発生が多く、吸汁により葉が黄褐色や赤褐色に変色する。 

・緑系品種で、収穫期に加害されると果粒表面に茶褐点を生じる。 

・ナミハダニが激発すると、クモの巣状の糸張りが見られる。 

・発生初期に、薬剤を葉裏まで散布する。また、発生が多い場合は、散布間隔

を短くする。 

・雑草中で繁殖するので、草刈りに合わせて薬剤を散布する。 

・抵抗性を発達させないように、同じ（系統）薬剤の連用はしない。 

・休眠期防除参照 

［耕種的防除］ ・粗皮の下で越冬するため、休眠期に粗皮削りを行い、園外に持ち出す。 

コガネムシ類 

コガネムシ類 

成 虫 

生 育 期 ・主にドウガネブイブイ、ヒメコガネの成虫が葉を食害し、発生が多くなると果実

も食害される。 

［耕種的防除］ ・成虫は衝撃を与えると落下するので、反応の鈍い早朝に捕殺する。 

ハマキムシ類 生 育 期 ・チャノコカクモンハマキが花穂では蕾、花、花梗を綴り合せて食害し、果穂で

は果粒と果梗の間に糸を張り、果皮や果肉を食害する。 

モンキクロノ 

メ イ ガ 

生 育 期 ・施設栽培に、寄生が多い傾向がある。 

・６～８月除捲葉被害の発生初期が、防除適期である。 
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ブドウ【殺菌剤・その他】 RPA

うどんこ病 さび病 べと病 灰色かび病 褐斑病 黒とう病

切り口及び

傷口のゆ合

促進

晩腐病

銅水和剤に

よる薬害の

軽減

ぶどう ICﾎﾞﾙﾄﾞｰ66D 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 50倍 25～200倍 100倍

ぶどう Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 500～800倍 500～800倍 500～800倍

ぶどう ｱﾘｴｯﾃｨ水和剤 ﾎｾﾁﾙ水和剤 P7 収穫30日前まで 3回以内
200～700㍑

/10a
散布 800倍

ぶどう ｵｰｿｻｲﾄﾞ水和剤80 ｷｬﾌﾟﾀﾝ水和剤 M4 収穫30日前まで 3回以内
200～700㍑

/10a
散布 800倍 800倍 800倍 800倍 800倍

ぶどう ｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ水和剤 3 収穫前日まで 3回以内
200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

ぶどう ｷﾉﾝﾄﾞｰ水和剤80 有機銅水和剤 M1 収穫45日前まで
4回以内

(開花後は1回)

200～700㍑

/10a
散布 1200倍

1200～1600

倍

ぶどう ｹﾞｯﾀｰ水和剤
ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ･ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水

和剤
1,10 収穫45日前まで 1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～1500

倍

ぶどう ｺｻｲﾄﾞ3000 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

ぶどう ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*) 収穫45日前まで 2回以内
200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

ぶどう ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水和剤 11 収穫14日前まで 3回以内
200～700㍑

/10a
散布 3000倍 3000倍

2000～3000

倍

2000～3000

倍

2000～3000

倍

2000～3000

倍

2000～3000

倍

休眠期 1回 200倍 200倍

【A】 2回以内 1000倍 1000倍 1000倍

ぶどう ﾄﾞｷﾘﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 有機銅水和剤 M1 収穫45日前まで
4回以内

(開花後は1回)

200～700㍑

/10a
散布 600倍 600倍

ぶどう ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙﾍﾟｰｽﾄ剤 1 【B】 3回以内 塗布 原液

ぶどう ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 収穫45日前まで 1回
200～700㍑

/10a
散布

1000～2000

倍

1000～2000

倍

1000～2000

倍

1000～2000

倍
1000倍

ぶどう ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水和剤 3 収穫7日前まで 3回以内
200～700㍑

/10a
散布

2000～3000

倍
2000倍

ぶどう ﾌﾙｰﾂｾｲﾊﾞｰ ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ水和剤 7 収穫7日前まで 3回以内
200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍 1500倍 1500倍 1500倍 1500倍

ぶどう ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ水和剤 9 収穫30日前まで 2回以内
200～700㍑

/10a
散布

2000～3000

倍

2000～3000

倍

休眠期 1回 200～500倍 200～500倍

収穫45日前まで 3回以内
2000～3000

倍

2000～3000

倍

2000～3000

倍
2000倍

2000～3000

倍

ぶどう ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼﾓｷｻﾆﾙ･ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ水和剤 11,27 収穫21日前まで 3回以内
200～700㍑

/10a
散布

2500～5000

倍
2500倍 2500倍 2500倍

ぶどう ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水和剤
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩･ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ水

和剤

"「-」

(I*),M7
収穫60日前まで 2回以内

200～700㍑

/10a
散布 750～2000倍 750～1500倍 750～1000倍 750～1000倍 750～1000倍

ぶどう ﾑｯｼｭﾎﾞﾙﾄﾞｰDF 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍

ぶどう ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ水和剤 21 収穫14日前まで 3回以内
200～700㍑

/10a
散布

1000～2000

倍

ぶどう ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ水和剤 2 【C】 3回以内
200～700㍑

/10a
散布

1000～1500

倍
1000倍

ぶどう ｸﾚﾌﾉﾝ 炭酸ｶﾙｼｳﾑ水和剤 - 【a】 100倍

使用時期：【A】落弁期まで 但し､収穫75日前まで、【B】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後、【C】開花期～幼果期､但し､収穫60日前まで

使用方法：【a】銅水和剤に混用して散布

200～700㍑

/10a

使用回数 使用量 使用方法

ぶどう ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1 散布

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

ぶどう ﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼﾞﾁｱﾉﾝ水和剤 M9 劇 散布

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用時期

200～700㍑

/10a
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ブドウ【殺虫剤】 RPA

ｱｻﾞﾐｳﾏ

類

ｶｲｶﾞﾗﾑ

ｼ類

ｶﾝｻﾞﾜﾊ

ﾀﾞﾆ

ｸﾋﾞｱｶｽ

ｶｼﾊﾞ

ｺｶﾞﾈﾑｼ

類

ｺｶﾞﾈﾑｼ

類成虫

ｺﾅｶｲｶﾞ

ﾗﾑｼ類

ｽｶｼﾊﾞ

類

ﾁｬﾉｷｲﾛ

ｱｻﾞﾐｳﾏ
ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ ﾊﾀﾞﾆ類

ﾊﾏｷﾑｼ

類

ﾌﾀﾃﾝﾋﾒ

ﾖｺﾊﾞｲ

ﾌﾞﾄﾞｳｻ

ﾋﾞﾀﾞﾆ

ﾌﾞﾄﾞｳｽ

ｶｼﾊﾞ

ﾌﾞﾄﾞｳﾄ

ﾗｶﾐｷﾘ

ﾓﾝｷｸﾛﾉ

ﾒｲｶﾞ

ぶどう ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和剤 3A 収穫7日前まで
4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍

ぶどう ｱﾃﾞｨｵﾝ水和剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ水和剤 3A 収穫7日前まで
5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

4000倍
2000倍

ぶどう ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤 MEP乳剤 1B
休眠期(落葉後～萌

芽前)

2回

以内
【a】 100倍

ぶどう ｶﾈﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｱｾｷﾉｼﾙ水和剤 20B 収穫14日前まで 1回
200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

ぶどう ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇 収穫60日前まで
2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

2000～

4000倍
2000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍
2000倍

ぶどう ｺﾛﾏｲﾄ水和剤 ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ水和剤 6 収穫7日前まで
2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

ぶどう ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10 ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ水和剤 28 収穫前日まで
3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 5000倍 5000倍 5000倍

ぶどう ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和剤 3A 劇 収穫7日前まで
3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

2000～

3000倍
2000倍

2000～

3000倍

ぶどう ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾋﾟﾌﾙﾌﾞﾐﾄﾞ水和剤 25B 収穫前日まで 1回
200～700㍑

/10a
散布 2000倍

ぶどう ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ水和剤 21A 収穫30日前まで 1回
200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍
2000倍

ぶどう ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水溶剤 4A 収穫前日まで
3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

ぶどう ﾄﾗｻｲﾄﾞA乳剤 ﾏﾗｿﾝ･MEP乳剤 1B 発芽前(休眠期)
2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

200～

300倍

ぶどう ﾆｯｿﾗﾝ水和剤 ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ水和剤 10A 収穫7日前まで 1回
200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

開花期まで 1回
5～200㍑

/10a
【a】 500倍

収穫14日前まで
2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍 4000倍 4000倍

ぶどう ﾏｲﾄｺｰﾈﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ水和剤 20D 収穫21日前まで 1回
200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍
1000倍

ぶどう ﾏﾗｿﾝ乳剤 ﾏﾗｿﾝ乳剤 1B 収穫7日前まで
6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

3000倍

1000～

2000倍

収穫14日前まで
200～700㍑

/10a

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

収穫後秋期
200～700㍑

/10a
2000倍

小粒種

ぶどう
収穫90日前まで

200～700㍑

/10a

800～

1000倍

800～

1000倍

800～

1000倍

800～

1000倍

大粒種

ぶどう
収穫21日前まで

200～700㍑

/10a

800～

1000倍

800～

1000倍

800～

1000倍

800～

1000倍

大粒種

ぶどう
ﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶剤 ｶﾙﾀｯﾌﾟ水溶剤 14 劇 収穫21日前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍 1500倍

使用方法：【a】樹幹部及び主枝に散布

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

ぶどう ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ水和剤 28

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用時期

ぶどう ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水溶剤 4A 劇 散布

ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40 MEP水和剤 1B
2回

以内
散布

3回

以内
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（５） ミ カ ン                    〔果樹類＞かんきつ＞みかん〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

そ う か 病 展 葉 初 期 

落 弁 期 

梅 雨 期 

・まん延すると防除困難になるので、発生初期に防除する。 

・展葉初期および落弁期の薬剤散布が、重要である。 

［耕種的防除］ ・り病している枝や葉は、せん定時に取り除く。 

・湿度が高いと多発するので、谷間での栽培や密植・過繁茂状態を避ける。 

黒 点 病 果実肥大期 ・枯れ枝や園内に残したせん定枝が伝染源となり、降雨のたびに枯れ枝等から病原菌が飛散

する。このため、多雨年や老木園で発生が多い。 

・幼果期・梅雨期・秋雨期前(８月中下旬)の防除効果が高い。 

［耕種的防除］ ・枯れ枝はせん定で常時除去し、枯れ枝・せん定枝は園外で処分する。 

・ミカンの切り株がある場合には、肥料袋等をかぶせて病原菌の飛散を防ぐ。 

・適切なせん定により樹冠内部への採光を図り、枯れ枝の発生を抑える。 

貯 蔵 病 害 

 

収 穫 の １ ０ 

～ ３ ０ 日 前 

・病原菌は土壌中にあり、秋季に土ぼこりとともに胞子が飛散して、果実に付着する。 

・果実表面の傷口から感染し、貯蔵中に発病する。 

［耕種的防除］ ・着果期間中は、枯れ枝をこまめに除去し、果実の傷つきを防止する。収穫以後の果実で

は、収穫・運搬・選別などで果実に傷をつけないよう取扱いに注意する。 

・降雨時や降雨後または朝露など果実に水滴がある状態での収穫は、絶対に避ける。 

・貯蔵中は過湿にならないよう換気するとともに、腐敗果は見つけ次第除去する。 

切り口および傷

口のゆ合促進 

剪定整枝時､病

患部削り取り直

後､及び病枝切

除 後 

・切り口に、適量のトップジンＭペーストを塗布する。 

カイガラムシ類 

 

ｶ ｲ ｶ ﾞ ﾗ ﾑ ｼ類 

幼 虫 

 

ﾔﾉﾈｶｲｶﾞﾗﾑｼ 

（幼虫～未成熟成虫） 

生 育 期 ・ヤノネカイガラムシ越冬雌成虫の産卵は2か月にわたるため、第１世代幼虫は5～6月にかけ

て発生する。第2世代幼虫は、7月下旬頃に発生する。幼虫のふ化最盛期～ふ化直後に、薬

剤散布する。 

・休眠期のマシン油乳剤の効果が高い。休眠期防除参照 

［耕種的防除］ ・天敵寄生蜂の生息を保護するため、寄生蜂産卵期(７月・９月)の殺虫剤散布はなるべく控え

る。 

・整枝せん定によって、通風、採光を良好に保つ。 

ミカンハダニ 

 

ミカンサビダニ 

防 寒 被 覆 

除 去 後 

・越冬虫に対しては、マシン油乳剤の効果が高い。休眠期防除参照 

落 花 直 後 

（ ５ 月 下 旬 

～６月下旬） 

・晴天で乾燥が続くと、発生が増加しやすい。 

・そうか病および黒点病との同時防除を行う。 

梅雨明け後 

（ ７ 月 中 旬 

～９月上旬） 

・梅雨明け後から盛夏期にかけてダニ類は急激に増殖するので、初期発生に注意し、かけ残

しのないように丁寧に散布する。 

アザミウマ類 

 

チャ ノキ イ ロ 

ア ザ ミ ウ マ 

生 育 期 ・チャノキイロアザミウマは、年 7～8 回も発生を繰り返す。ミカン園内での繁殖は少なめで、周

辺の中間宿主で繁殖した個体が、繰り返しミカン園に飛来する。 

［耕種的防除］ ・イヌマキ、サンゴジュ等の生垣、茶樹は中間宿主となるので、防風対策は防風ネットを用い

る。 

・忌避効果のあるタイベックシートを樹冠下に敷設する。 

アブラムシ類 生 育 期 ・温州ミカンは、カンキツトリステザウイルス耐病性であるが、アブラムシの吸汁によって温州ミ

カンから伝播したウイルスが中晩柑類で発病するため、温州ミカンと中晩柑類の混植園など

では、アブラムシ類の発生に注意する。 

青 か び 病 

緑 か び 病 
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病害虫名 防除時期 摘  要 

カミキリムシ類 生 育 期 

（ ６ ～ ７ 月 ） 

・成虫は、枝や葉を食害する。幼虫は地際部から主幹部に食入し、樹勢低下や樹体枯死を引

き起こす。 

・成虫は、6月中旬頃から発生し、6月下旬～8月上旬頃に主幹部へ産卵する。 

・成虫防除は、樹冠全体へ散布し、幼虫防除は主幹部等へ散布または塗布する。 

ゴ マ ダ ラ 

カ ミ キ リ 

 

ゴ マ ダ ラ 

カ ミキ リ成虫 

［耕種的防除］ ・主幹部の雑草を除去し、隠れ家を減らす。 

・園内を見回って、成虫を捕殺する。 

・幼虫は、枝幹部の穴やひび割れを観察して、捕殺する。幼虫の食害痕には、トップジンＭペ

ースト等を塗布して、傷口のゆ合促進をはかる。 

・通風、採光を良好にする。 

ミ カ ン 

ハ モ グ リ ガ 

生 育 期 

（ ７ 月 下 旬 

～９月上旬） 

・7月以降に発生する夏秋梢に発生しやすい。 

・幼虫は、葉の内部を食害しながら進むため、不規則な曲がりくねった食害痕となる。 

・被害葉は、葉肉内に雨水が入ることで、かいよう病の発生が多くなる。 

・多発すると葉奇形となり、新梢生育が抑制される。 

［耕種的防除］ ・食害された新梢は、せん定で除去する。 
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ミカン【殺菌剤】 RPA

そうか病 灰色かび病 黒点病

切り口及び

傷口のゆ合

促進

貯蔵病害

(青かび病)

貯蔵病害

(緑かび病)

みかん ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水和剤 ﾏﾝﾈﾌﾞ水和剤 M3
収穫60日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

600～

800倍

みかん ｷﾉﾝﾄﾞｰ水和剤40 有機銅水和剤 M1
収穫30日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍

400～

500倍

みかん ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*)
収穫30日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 400倍

400～

800倍

みかん ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1
収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

みかん ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1
収穫前日

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

4000～

6000倍

4000～

6000倍

かんきつ ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水和剤 11
収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

かんきつ ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙﾍﾟｰｽﾄ剤 1 【A】
3回

以内
塗布 原液

かんきつ ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞSC ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ水和剤 29
収穫30日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

2000～

2500倍

2000～

2500倍
2000倍

使用時期：【A】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

使用

回数
使用量

使用

方法
作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC

毒

劇
使用時期
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RPA

ｱｹﾞﾊ類 ｱｻﾞﾐｳﾏ類 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類

幼虫
ｶﾐｷﾘﾑｼ類 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ

ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ

成虫
ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ ﾐｶﾝｻﾋﾞﾀﾞﾆ ﾐｶﾝﾊﾀﾞﾆ ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ

みかん ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1000倍

みかん ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞ水和剤
1000～

1500倍

- 【X】
1(原液)～

1.5倍

100～

1000mL/樹
【Y】 1.5倍

みかん ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和剤 3A 劇
収穫3日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

みかん ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ乳剤 15
収穫21日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

1000～

2000倍

みかん ﾋﾟﾗﾆｶ水和剤 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ水和剤 21A(I*) 劇
収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

みかん ﾏｯﾁ乳剤 ﾙﾌｪﾇﾛﾝ乳剤 15
収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

みかん ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ水和剤 3A 劇
収穫21日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

かんきつ ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇
収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

6000倍

かんきつ ｻﾝﾏｲﾄ水和剤 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水和剤 21A 劇
収穫3日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

かんきつ ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ水和剤 21A
収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

1000～

2000倍

かんきつ ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水溶剤 4A
収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

かんきつ ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ乳剤 3A
収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

1000～

2000倍

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

30～75㍑

/10a
【Z】

200～

400倍

かんきつ ﾓﾍﾞﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｽﾋﾟﾛﾃﾄﾗﾏﾄ水和剤 23
収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 ←ｻﾋﾞﾀﾞﾆ類

使用時期：【A】6～7月(産卵初期～産卵最盛期直前)但し収穫90日前まで

使用方法：【X】樹幹の地際部から約30～40cmの高さまで塗布、【Y】樹幹の地際部から約30～40cmの高さまで散布、【Z】主幹から株元に散布

劇
収穫14日

前まで

3回

以内

みかん

かんきつ ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水溶剤 4A

200～700㍑

/10a
散布

ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞS MEP乳剤 1B 【A】 1回

ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ水和剤 16
収穫14日

前まで

3回

以内

　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

ミカン【殺虫剤】

　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）
使用

方法
使用量

使用

回数
使用時期

毒

劇
RAC農薬の種類薬剤名作物名
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（６） イチジク                   〔果樹類＞落葉果樹＞いちじく〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

病 害 全 般 ［耕種的防除］ 

 

・圃場全体の排水改善を図り、なるべく高いうねに植栽する。また、ハウス栽培を行う。 

・株元にマルチや敷き藁を行い、水滴による病原菌のはね上がりを防ぐ。 

・通風、採光の改善を図る。 

・発病部位（主に葉、果実、時には株全体）はすみやかに除去し、園外で焼却か土中深く埋

める。 

・せん定によって切り取った枝や落葉も、園外で粉砕、焼却または土中深く埋める。 

炭 疽 病 生 育 期 ・果実だけに発病する。最初は暗褐色の小斑点が形成され、内部が淡褐色で周辺が濃褐

色のへこんだ病斑に進展する。病徴が進むと鮭肉色の粘液を分泌する。 

・薬剤による防除法は確立していないため、耕種的防除を徹底する。 

疫 病 ６ ～ ９ 月 ・地際から根に発病し株全体を枯死させる｢立枯れタイプ｣、および葉、果実、新梢に発病す

る｢樹上タイプ｣がある。立枯れタイプは、株枯病との判別がつきにくい。 

・疫病による立枯れでは、地下部の表皮が溶けるように腐敗し、軟化する。 

・土壌中の病原菌が雨滴やかん水ではね上がり感染することから、露地栽培で発生が多

い。 

黒 か び 病 ８ ～ ９ 月 ・酵母菌腐敗病と初期症状が似ているが、酵母菌腐敗病では発酵臭がある。 

・発病後の防除では、効果が上がりにくい。収穫開始までに、薬剤を予防散布する。 

［耕種的防除］ ・ハウス栽培でも発生するので、晴天時には換気して湿度低下を図る。 

そ う か 病 新梢伸長期 ・葉・新梢・果実に発病し、降雨によって拡散するため、露地栽培で５～６月に降雨が多いと

発生しやすい。 

・｢蓬莱柿｣、｢カドタ｣は発生しやすく、｢ドーフィン｣は発病が少ない。 

・新梢伸長初期および最下段の着果確認時が、薬剤散布の重点時期である。 

さ び 病 ７ ～ ８ 月 ・葉だけに発病し、葉裏に黄褐色や赤褐色の微細な病斑を形成する。 

・著しい発病により落葉し、果実肥大に悪影響を及ぼす。 

・盛夏期に、２週間間隔で薬剤を散布する。 

［耕種的防除］ ・ハウス栽培でも発生するので、晴天時には換気して湿度低下を図る。 

株 枯 病 定植時及び生

育 期 

・最初は地際部の表皮が濃褐色のあざ症状になり、ひび割れが観察される。 

・上記症状は上部へ拡大し、主幹や主枝の内部が褐変腐敗し、株が枯死する。 

・土壌に病原菌が残存しやすく、改植しても高率で再発する。 

・定植時および5～10月に、月１回ずつ株元に薬剤を灌注する。 

［耕種的防除］ ・保菌した挿し穂や苗木が感染源となるので、苗木や穂木は未発病地に由来するものを用

いる。 

切り口および傷

口のゆ合促進 

剪定整枝時、病患

部削り取り直後、

及 び 

病 枝 切 除 後 

・切り口に適量のトップジンMペーストを塗布する。 

ショウジョウバエ類 

(酵母腐敗病) 

果実成熟期 ・ショウジョウバエ等の昆虫が酵母腐敗病を媒介する主な原因となるので、ショウジョウバエ

に対して薬剤を散布する。 

［酵母腐敗病の

耕種的防除］ 

・過熟果がショウジョウバエを誘引するので、適期収穫を行う。 
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病害虫名 防除時期 摘  要 

アザミウマ類 生 育 期 

( ７月末まで ) 

・除草に合わせて、薬剤を散布する。 

・圃場内に粘着板を設置し、発生状況を把握する。 

・収穫初期（低節位の着果）に被害が多く、中～高節位では被害は減少する。 

［耕種的防除］ 

 

・光の乱反射により飛来量が減少し、被害が軽減されるので、地面に反射シート等を敷設す

る。 

・雑草が繁殖場所になるので、圃場内外の除草を徹底する。 

カイガラムシ類

（ 幼 虫 ） 

幼虫発生期 ・6月上～中旬が、防除適期である。 

・休眠期防除参照 

カミキリムシ類 4 ～ 7 月 ・噴射式缶入り殺虫剤を用い、食入孔にノズルを差し込んで薬剤を噴射する。 

［耕種的防除］ 

 

・成虫は、見つけ次第捕殺する。幼虫は、食入痕に針金を差し込み、刺殺する。 

・ハウス栽培により、害虫の侵入を防ぐことができる。 

キボシカミキリ 

幼 虫 

産 卵 期 ～ 

幼虫喰入期 

・生物農薬を使用する。生物農薬は、昆虫に寄生する性質を持ったセンチュウを製剤化し

た天敵農薬であり、効果を高めるため晴天時の散布は避け、曇天または少雨時に散布す

るのが望ましい。 

ク ワ カ ミ キ リ 4 ～ 7 月 ・噴射式缶入り殺虫剤を用い、食入孔にノズルを差し込んで薬剤を噴射する。 

ネ コ ブ 

セ ン チ ュ ウ 

５ 月 ま た は 

収穫終了後 

・樹勢低下がみられたら、根こぶの有無を確認する。 

ハ ダ ニ 類 ５ 月 ～ ９ 月 ・白い紙で葉裏をこすった時に付く赤い汁の有無で、発生を診断する。 

・前年多発した園では、休眠期防除とともに展葉後なるべく早い時期に防除する。 

・高密度に発生すると各薬剤とも効果を発揮しにくくなるので、発生初期にかけ残しのない

よう丁寧に散布する。 

・多発園では、５～６日おきに系統の異なる薬剤で２～３回防除する。 

・休眠期防除参照 
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イチジク【殺菌剤】 RPA

さび病 そうか病 疫病 株枯病 黒かび病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

いちじく Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 1000倍

いちじく ｱﾐｽﾀｰ10ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ

水和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍

いちじく ｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ水

和剤
3

生育期 但

し､収穫前

日まで

3回

以内
5～10㍑/樹 灌注 2000倍

いちじく ｺｻｲﾄﾞ3000 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 1000倍

いちじく ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 TPN水和剤 M5
収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

いちじく ﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｼﾞﾁｱﾉﾝ水和

剤
M9 劇

収穫75日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

いちじく ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
1 【A】

3回

以内
塗布 原液

収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

収穫前日

まで

6回

以内
1～10㍑/株 灌注 500倍

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

収穫前日

まで

4回

以内
1～10㍑/株 灌注 500倍

いちじく ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1
収穫30日

前まで

5回

以内
1～10㍑/樹

株元

灌注
1000倍

いちじく ﾗﾘｰ水和剤
ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ水

和剤
3

収穫前日

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

いちじく ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ水

和剤
21

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

使用時期：【A】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

毒

劇
RAC農薬の種類薬剤名作物名

使用

方法
使用量

使用

回数
使用時期

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

1
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

水和剤
ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤いちじく

いちじく ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水

和剤
3
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イチジク【殺虫剤】 RPA

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類

幼虫
ｶﾐｷﾘﾑｼ類 ｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ

ｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ

幼虫
ｸﾜｶﾐｷﾘ

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞ

ｴ類
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ ﾊﾀﾞﾆ類

いちじく ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤
ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和

剤
3A

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

いちじく ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A
収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

いちじく ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ水

和剤
16

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

いちじく ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B
収穫45日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

いちじく ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞS MEP乳剤 1B 【Z】
3回

以内
- 【a】 原液

いちじく ｺﾛﾏｲﾄ水和剤
ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ水和

剤
6

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

いちじく ｼﾞｪｲｴｰｽ水溶剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水溶剤 1B
収穫45日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

いちじく ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

いちじく ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾋﾟﾌﾙﾌﾞﾐﾄﾞ水

和剤
25B

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

いちじく ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ水和

剤
25A

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

いちじく ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ

水和剤
21A

収穫3日前

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

いちじく ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水溶

剤
4A

収穫3日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
2000倍

いちじく ﾃﾞｨｱﾅWDG
ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ水和

剤
5

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 5000倍 10000倍

いちじく ﾆｯｿﾗﾝ水和剤
ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ水

和剤
10A

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

いちじく ﾈﾏﾄﾘﾝｴｰｽ粒剤 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ粒剤 1B
収穫60日

前まで
1回

樹冠下

処理
20kg/10a

いちじく ﾊﾞｲｵｾｰﾌ
ｽﾀｲﾅｰﾈﾏ ｶｰﾎﾟ

ｶﾌﾟｻｴ剤
「-（生）」

産卵期～幼

虫喰入期
- 2.5㍑ 【b】

2500万頭

(約10g)

いちじく ﾊﾞﾛｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ水和

剤
10B

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

いちじく ﾏｲﾄｺｰﾈﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ水

和剤
20D

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

いちじく ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

いちじく 園芸用ｷﾝﾁｮｰﾙE
ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝｴｱｿﾞ

ﾙ
3A

収穫前日

まで

2回

以内
【c】

果樹類 ｽﾊﾟｲｶﾙEX ﾐﾔｺｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ剤 「-（生）」 発生初期 - 放飼
2.4～

12mL/樹

果樹類(施

設栽培)
ｽﾊﾟｲﾃﾞｯｸｽ ﾁﾘｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ剤 「-（生）」 発生初期 - 放飼

100～

300mL/10a

【A】 ロビンフッド
ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ

ｴｱｿﾞﾙ
3A

収穫前日

まで

5回

以内
【d】 原液

作物名：【A】果樹類（かんきつ､りんご､なし､びわ､もも､すもも、うめ､おうとう､ぶどう､かき､ﾏﾝｺﾞｰを除く）

使用時期：【Z】4～7月但し収穫7日前まで

使用方法：【a】株元から結果母枝まで塗布

　　　　　【b】主幹及び主枝の産卵箇所に薬液が滴るまで塗布又は散布

　　　　　【c】食入部にﾉｽﾞﾙを差し込み､薬剤が食入部から流出するまで噴射

　　　　　【d】樹幹･樹枝の食入孔にﾉｽﾞﾙを差し込み噴射

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期
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（７）  キウイフルーツ                      〔果樹類＞落葉果樹＞キウイフルーツ〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

花腐細菌病 休 眠 期 ・樹皮や休眠芽で越冬した細菌が雨滴で蕾に飛散し、がくの裂開とともに花蕾の中へ侵入

し、花では不受精や奇形果・落果を生じる。 

・開花期に、雨が多いと発生が増加する。 

生 育 期 

（ 4 月 中 旬 

～ 下 旬 ） 

［耕種的防除］  ・強風が吹き抜ける場所での栽培を避け、防風対策を行う。 

・せん定枝は、園外に持ち出して処分する。 

・通風・採光・排水を改善し、多肥を避けて、落ち着いた樹勢で管理する。 

・開花の１か月前（3月下旬～4月中旬頃）に、主幹部を５㎜幅で、環状はく皮する。 

か い よ う 病 【 共 通 】 ・品種によって２倍体・４倍体・６倍体に分かれるが、２倍体品種(｢紅妃｣等)は抵抗性が低く、

６倍体品種(｢ヘイワード｣等)は抵抗性が高い傾向にあるので、品種選定で抵抗性(り病性)

に注意する。 

・病原菌にはpsa1～5の系統があり、中でもpsa3で病徴や感染力が著しい。 

生 育 期 

（ 4 月 中 旬 

～ 下 旬 ） 

・罹病した枝幹部から２～４月に暗赤色の細菌液が漏出し、雨滴で飛散する。 

・気孔や傷口から菌が侵入し、葉での発病は４～６月に最盛期となる。 

・春や秋の強風雨で、広範囲に伝染する。冬季の低温で、発生が助長される。 

落 葉 期 

～ 休 眠 期 

・せん定による切り口は菌が侵入しやすいので、トップジンMペーストを塗布しておく。 

[耕種的防除 ]  

 

・強風が吹き抜ける場所での栽培を避け、防風対策を行う。 

・発病枝のせん定に用いた鋏、鋸は消毒して次の健全樹に用いる。 

灰色かび病 開 花 期 ～ 

落 花 期 

・梅雨期の多雨や過繁茂状態で、発生しやすい。 

・傷果や濡れ果は、収穫しない。 

・貯蔵中に発病した果実は、すみやかに除去する。 果実軟腐病 着 果 期 

6 ～ 7 月お よ び 

9 ～ 1 0 月 

[耕種的防除 ] ・冬季のせん定および夏季の徒長枝除去により、通風、採光を良好に保つ。 

切り口および傷

口のゆ合促進 

剪定整枝時、病患

部削り取り直後、及

び 病 枝 切 除 後 

・切り口に、適量のトップジンＭペーストを塗布する。 

カイガラムシ類 

 

カイガラムシ類

幼 虫 

5 月 中 旬 

7 月 上 旬 

9 月 上 旬 

・休眠期防除参照 

・休眠期は石灰硫黄合剤またはマシン油乳剤を散布する。 

カ メ ム シ 類 果 実 肥 大 期 ・カメムシ類は夜間活動性なので、日暮れ前の防除が効果的である。 

キイロマイコガ 果 実 肥 大 期 

成 熟 期 

・果実接合部やへた部等に糸を張った巣の有無で、発生状況を確認する。 

[耕種的防除 ] ・果実が重ならないよう、適正摘果に努める。 
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キウイフルーツ【殺菌剤】 RPA

かいよう病 果実軟腐病 花腐細菌病 灰色かび病

切り口及び

傷口のゆ合

促進

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ICﾎﾞﾙﾄﾞｰ66D 銅水和剤 M1
収穫後～

発芽前
-

200～700㍑

/10a
散布 25～50倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｱｸﾞﾘﾏｲｼﾝ-100

ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ･

ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ水

和剤

25,41
落花期ま

で

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｱｸﾞﾚﾌﾟﾄ水和剤
ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ水

和剤
25

収穫90日

前まで

4回

以内
散布 1000倍 1000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ
ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ･銅

水和剤
24,M1 休眠期

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｶｽﾐﾝ液剤 ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ液剤 24
収穫90日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 400倍 400倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水

和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 TPN水和剤 M5
収穫60日

前まで

7回

以内

200～700㍑

/10a
散布

500～

1000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
1 【A】

3回

以内
塗布 原液

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水

和剤
1

収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾅﾘｱWDG

ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ･

ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ水和

剤

11,7
収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞSC
ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ水和

剤
29

収穫30日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞ

ｼﾙ酸塩水和剤
M7

収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1
収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾑｯｼｭﾎﾞﾙﾄﾞｰDF 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 1000倍

開花期～

落花期

4回

以内

200～700㍑

/10a

1000～

1500倍

収穫前日

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a

1000～

1500倍

使用時期：【A】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

散布ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ水和

剤
2

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）
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キウイフルーツ【殺虫剤】 RPA

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類

幼虫
ｶﾒﾑｼ類 ｷｲﾛﾏｲｺｶﾞ

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A
収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

2000～

3000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞ水和剤
ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ水

和剤
16

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤
ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶

剤
4A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

2000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤
ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶

剤
4A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水溶

剤
4A

収穫前日ま

で

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶剤 ｶﾙﾀｯﾌﾟ水溶剤 14 劇
収穫30日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ

水和剤
28

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20
ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ水和

剤
3A 劇

収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期
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（８） モ  モ         〔果樹類＞落葉果樹＞核果類＞もも類＞もも〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

【 全 般 】 ［ 耕 種 的 防 除 ］ ・果実の病害虫被害を予防・軽減するためには、袋かけ栽培が望ましい。 

 

黒 星 病 開 花 期 

～ 袋 か け 前 

・多くの病気は花感染が原因であり、満開期防除を行うとともに、その後は袋かけま

で定期的な防除に努める。 

・袋かけは、生理落果が終わったのこと確認し、満開６０日後を目安に実施する。 

縮 葉 病 開 花 直 前 ･発病後に治療する方法はないので、必ず３月の発芽前に石灰硫黄合剤を散布す

る。 

･休眠期防除参照 

９ ～ 1 0 月 ･縮葉病の越冬菌は、樹皮に付着して冬期間は増殖しないことから、この時期にボル

ドー剤を散布すれば、翌年の発芽前防除に代えることができる。 

せん孔細菌

病 

【 共 通 】 ･欄外参照 

果 実 肥 大 期 ・暴風雨が発生した場合は、速やかに抗生物質薬剤を単剤で散布する。 

生 育 期 

( ９ 月 以 降 ) 

･早期落葉や夏型枝病斑の発生が見られる場合の対策は、欄外参照。 

［ 耕 種 的 防 除 ］  ・冬季せん定で罹病した枝は、切除して園外で焼却または埋設処分する。 

・栽培期間中も、罹病した枝も随時、同様に処分する。 

灰 星 病 開 花 直 後 

～ 成 熟 期 

･収穫直前の成熟果に発生するが、収穫時に健全に見えても貯蔵中に急激に発病

することも珍しくない。 

・発病果実を見つけたら、園外に持ち出して土中などで処分する。また、発病果実に

触れた手で、他の果実に触れないように注意する。 

［ 耕 種 的 防 除 ］  ・発病果や枯れ枝は、有力な伝染源なので除去に努める。 

・摘果後は、すみやかに袋かけを行う。 

ホ モ プ シ ス 

腐 敗 病 

成 熟 期 ･灰星病とともに果実腐敗を起こす代表的な病害である。灰星病と同様に、樹上果実

や収穫後果実にも、急激に発病する。 

・晩生ほど感染期間が長く、発生が多くなりやすい。 

［ 耕 種 的 防 除 ］   ・枯れ枝は、有力な伝染源なので、せん定で取り除く。 

・摘果後は、すみやかに袋かけを行う。 

切り口および 

傷口のゆ合促進 

剪定整枝時・病患部削り

取 り 直 後 ・ 及 び 

病 枝 切 除 後 

･切り口に、適量のトップジンМペーストを塗布する。 

 

う ど ん こ 病 果 実 肥 大 期 ・病原菌は、被害果実、被害落葉で越冬し、果実は５月～ ６月にかけて発病する。 

果実赤点病 果 実 肥 大 期 

（ ６ 月 ～ ７ 月 ） 

・ウメシロカイガラムシの加害症状と酷似するが、吸汁痕の有無で識別する。 

すすかび病 果 実 肥 大 期 

（ ５ 月 ～ ６ 月 ） 

・風通しの悪い園や袋掛けが遅れた園、冷夏・長雨が続くと発生が多い。 

・5月上旬から袋掛け前までに数回、幼果に薬剤が付着するようていねいに散布す

る。 

［ 耕 種 的 防 除 ］  ・収穫時期が遅くなると、発病が多くなるので、適期収穫を心がける。 

・冬季せん定で罹病した枝は、切除して園外で焼却または埋設処分する。 

・果実への感染を防ぐため、袋かけを行う。また、密植を避けて、風通しをよくする。 

R7
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病害虫名 防除時期 摘  要 

黒 斑 病 落 下 後 ～ 

生 育 期 

・この病気は、「清水白桃」に特異的に発生が多く、多発すると大きな被害を生じる。 

・風通しの悪い園や５月～梅雨期及び９月に気温が高く降雨が多いと発生が多い。 

・落花後から幼果の肥大期までの散布が重要である。 

 

［ 耕 種 的 防 除 ］ 

 

・「清水白桃」以外の品種へ、転換する。 

・発病樹は伐採し、発病果、発病枝は見つけしだい処分する。 

・密植、過繁茂、多窒素栽培を避ける。 

 

白 紋 羽 病 植 付 時 ・植え付け前に、根部を10分間、殺菌剤で浸漬後植え付ける。 

 

［ 耕 種 的 防 除 ］  ・着果過多を避ける。 

 

炭 疽 病 果 実 肥 大 期 ・４〜６月の果実肥大期に降雨が多いと発病が多く、樹勢の劣る樹では発病が助長さ

れる。 

 

［ 耕 種 的 防 除 ］  ・発病しにくい「白桃」、「大久保」などの品種を植え付ける。 

 

胴 枯 病 ［ 耕 種 的 防 除 ］ 

 

・凍害、着果過多、樹勢の低下、強せん定、排水不良等によって発生が助長される。 

・胴枯病菌は凍害による傷だけでなく、様々な傷から感染するため、樹体の保護に 

努める。 

・せん定後は、切り口を速やかにゆ合剤で塗布し、傷口を保護する。 

アブラムシ類 展 葉 期 ～ 

新 梢 伸 長 期 

・モモでは主にモモアカアブラムシ、モモコフキアブラムシ、ウメコブアブラムシが加

害し、常に軟らかな新葉部分から吸汁し、葉巻き症状を引き起こす。 

・モモの葉が硬化する５月下旬以降は別の植物へ移動し、10～11月にモモ樹に帰っ

てきて産卵し越冬する。 

カ メ ム シ 類 果 実 肥 大 期 ･モモでは主にチャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ、クサギカメムシが加害す

る。 

・冬季は落葉下で越冬し、年に１～３回発生する。 

・発生予察情報に注意するとともに、自園での発生状況の把握に努める。発生が見ら

れたら、早期に薬剤を散布する。 

モモハモグリガ 果 実 肥 大 期 ･幼虫が大きくなると効果が低下するため、早期発見して薬剤を散布する。 

シンクイムシ類 

（モモシンクイ

ガ、モモノゴマ

ダ ラ ノ メ イ ガ 

ナシヒメシンク

イ） 

果 実 肥 大 期 

～ 成 熟 期 

 

･モモシンクイガは、土中繭内にて幼虫の形態で越冬し、4～5月になると冬繭から脱

出して蛹になり、6～8月に成虫となる。成虫は果実表面に産卵し、ふ化幼虫は果皮

を食い破って果肉に侵入し、果実内を縦横に食害する。老熟後は果面に1～2mm

の穴をあけて脱出し、地表面近くで夏繭をつくる。 

・モモノゴマダラノメイガは、果実のみを加害し、有袋果であっても袋の裂け目から侵

入する。 

・ナシヒメシンクイの越冬世代成虫は4月下旬から発生し、新梢先端部に産卵、新梢内

を食害して心折れ被害となる。6月下旬以降に産卵、ふ化した幼虫は果実に移動し

て食入する。 

・果実の中まで薬剤の効果は届かないので、果実への食入前に薬剤を散布する。 

カイガラムシ類 休 眠 期 ･休眠期防除参照  

生 育 期 ・モモを加害するカイガラムシは、ウメシロカイガラムシ、タマカタカイガラムシが主な

種類である。いずれの種類とも、ふ化から１～２週間でカイガラを形成し、薬剤の効

果が著しく低下するので、薬剤散布はふ化直後に実施する。 

・５-１ウメ（４）カイガラムシ類の防除参照 
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病害虫名 防除時期 摘  要 

コ ス カ シ バ 休 眠 期 

( 落 葉 後 ～ 

萌 芽 前 ) 

・幼虫は樹皮下で越冬し、翌春も食害を続け、樹皮下で蛹化する。越冬幼虫の発育

は不揃いで、成虫になる時期も揃わないため、成虫の発生期間は5～10月と幅が

ある。 

･あらかじめ虫糞を取り除き、樹幹部および主枝に十分散布する。 

･新芽の薬害を避けるため、萌芽前に散布を終える。 

幼 虫 発 生 期 ･薬剤は、虫糞が見られるところを中心に、主幹部全体に散布する。 

･生物農薬は、効果を高めるために、晴天時の散布は避け、曇天または少雨時に散

布するのが望ましい。 

成虫発生初期から

終 期 

( ５ 月 上 ～ 中 旬 ) 

･性フェロモン剤を枝に巻き付け、園内で片寄りのないように設置する｡ 

･効果を高めるために、広範囲一斉設置と併せて防風垣や防風ネットを設置する。 

･効果は１シーズン限りなので、毎年付け替える。 

ハ ダ ニ 類 生 育 期 ･梅雨明け後～盛夏期に、無降雨が続くと発生しやすい。 

･高温乾燥期には園内での発生状況に注意し、必ず発生初期に防除する。 

･収穫間際や収穫期に発生することがあり、その際には薬剤ごとの収穫前日数に十

分注意する。 

モモサビダニ 生 育 期 ・葉の表面全体の葉緑素が抜けて銀白色に輝いて見え、短期間で樹全体に拡大す

るため、早期発見に努め発生初期に防除する。 

ハマキムシ類 生 育 期 ・中齢以上の幼虫になると巻いた葉の中で生存するため、葉裏に寄生している若齢

期に防除することが効果的である。 

ド ウ ガ ネ 

ブ イ ブ イ 

果 実 肥 大 期 ・薬剤散布により成虫の忌避効果が高い薬剤を使用する。 

モモチョッキリ

ゾ ウ ム シ 

落 花 後 ・成虫の捕殺に努める。 

［ 耕 種 的 防 除 ］ ・発病して落下した果実や枯れ枝は有力な伝染源になるため、園外に持ち出し、焼 

却または処分するか、土中に深く埋める。 

 

② せん孔細菌病の防除 
本病は、果実に病斑を作り商品価値を低下させるだけでなく、早期落葉を引き起こし、果実肥大や糖度が低下する原因になる。周年

的な対策が必要なので、次の各項目により総合的な対策を行う。 

・防風垣、防風ネットの設置 

風雨によってできた植物体表面の微細な傷口が病原菌の侵入口となるので、樹園地の周囲に防風垣や防風ネットを整備して、風当

たりを和らげることが薬剤散布以前に重要である。また、新たにモモを植栽する場合は、風当たりの強い場所を避ける。 

・ボルドー剤の散布 

開花直前のボルドー剤散布によって、せん孔細菌病の越冬菌密度の低下をはかる。 

・薬剤のローテーション散布と微生物殺菌剤の利用 

薬剤耐性菌の発生を防止するため、異なる系統の薬剤を交互に使用するよう努める。また、化学農薬とは異なる作用機構である微

生物殺菌剤により効果的に細菌病害の発生を抑えるため、袋かけまでは防除の際に微生物殺菌剤を混用する。 

・果実の袋かけ 

5月以降、葉に病斑が見られる園地では、果実の袋かけを行う。袋かけ直前に本冊子に記載した薬剤を散布し、病原菌の果実袋内

への包み込みを防止する。 

・夏型枝病斑への対応 

夏場になって新梢に発生する｢夏型枝病斑(サマーキャンカー)｣は二次伝染源になるので、見つけ次第切除して、園外へ持ち出し

て処分する。 

・抗生物質薬剤の散布 

暴風雨や降雹があった場合には、天候回復後すみやかに抗生物質薬剤を散布する。また、生育期には定期的に薬剤を散布して、

発生抑制をはかる。 
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モモ【殺菌剤】 RPA

うどん

こ病

すすか

び病

せん孔

細菌病

ﾎﾓﾌﾟｼｽ

腐敗病

果実赤

点病
灰星病 黒斑病 黒星病 縮葉病

縮葉病

(休眠

期)

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

白紋羽

病
炭疽病

もも ICﾎﾞﾙﾄﾞｰ412 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布

30～50

倍
30倍

もも ｲｵｳﾌﾛｱﾌﾞﾙ 水和硫黄剤 "UN(I*)
発病前～

発病初期
-

200～700㍑

/10a
散布 500倍

もも ｵﾙﾌｨﾝﾌﾟﾗｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ･ﾌ

ﾙｵﾋﾟﾗﾑ水和剤

"「-」

(I*),3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍

もも ｻﾙﾌｧｰｿﾞﾙ 水和硫黄剤 "UN(I*)
発病前～

発病初期
- 散布

400～

500倍

もも ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*)
収穫21日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 600倍 600倍 600倍

もも ｽｺｱ顆粒水和剤
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

もも ｽﾀｰﾅ水和剤
ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸水

和剤
31

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

もも ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水

和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

もも ﾁｵﾉｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3
収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍 500倍 500倍

もも ﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼﾞﾁｱﾉﾝ水和剤 M9 劇
収穫7日前

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

600～

1000倍
600倍 600倍

600～

1000倍
1000倍

もも ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
1 【A】

3回

以内
塗布 原液

もも ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

水和剤
1

収穫前日

まで

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

もも

(苗木)
ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

水和剤
1 植付前 1回 -

10分間

根部浸漬
500倍

もも ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水

和剤
3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

2000倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

もも ﾄﾚﾉｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3
収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍 500倍 500倍

使用

回数
使用量

使用

方法

　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）　　　　　　　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期
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うどん

こ病

すすか

び病

せん孔

細菌病

ﾎﾓﾌﾟｼｽ

腐敗病

果実赤

点病
灰星病 黒斑病 黒星病 縮葉病

縮葉病

(休眠

期)

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

白紋羽

病
炭疽病

使用

回数
使用量

使用

方法

　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）　　　　　　　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

もも ﾅﾘｱWDG

ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞ

ﾝ･ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ水

和剤

11,7
収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

もも ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ液剤5
ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝ液

剤
U18

収穫7日前

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍

もも ﾌﾙｰﾂｾｲﾊﾞｰ
ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ

水和剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

2000倍

1500～

2000倍

もも ﾍﾞﾙｸｰﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙ

ﾍﾞｼﾙ酸塩水和

剤

M7
収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

もも ﾏｲｺｼｰﾙﾄﾞ
ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ

水和剤
41

収穫21日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

3000倍

もも ﾏｽﾀﾋﾟｰｽ水和剤
ｼｭｰﾄﾞﾓﾅｽ ﾛﾃﾞ

ｼｱ水和剤

「-

（生）

」

収穫前日

まで
-

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

もも ﾑｯｼｭﾎﾞﾙﾄﾞｰDF 銅水和剤 M1
開花前ま

で
-

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍

もも ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ水

和剤
2

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

1000～

1500倍

使用時期：【A】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後
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モモ【殺虫剤】 RPA

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｳﾒｼﾛｶｲｶﾞ

ﾗﾑｼ

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類幼虫
ｶﾒﾑｼ類 ｺｽｶｼﾊﾞ ｼﾝｸｲﾑｼ類 ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ ﾊﾀﾞﾆ類 ﾊﾏｷﾑｼ類 ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ

ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘ

ｶﾞ

もも ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤
ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和

剤
3A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

もも ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ水和剤
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ水

和剤
3A 劇

収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

もも ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ水

和剤
16

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

もも ｵﾘｵﾝ水和剤40 ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ水和剤 1A 劇
収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

もも ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤 MEP乳剤 1B 【A】 1回 【Z】
50～100

倍

もも ｶﾈﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｱｾｷﾉｼﾙ水和剤 20B
収穫7日前

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

もも ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水

和剤
13 劇

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 ←ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ 2000倍

もも ｺﾙﾄ顆粒水和剤
ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ

水和剤
9B

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍

2000～

3000倍

もも ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10
ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟ

ﾛｰﾙ水和剤
28

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 5000倍 5000倍 5000倍

もも ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

もも ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B
収穫3日前

まで

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍
1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

1000～

2000倍

もも ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ水

和剤
25A

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

もも ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水

溶剤
4A

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

もも ﾊﾁﾊﾁﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ

水和剤
"21A(I*) 劇

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

1000～

2000倍
2000倍

使用

回数

　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率） 　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

使用量
使用

方法
作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC

毒

劇
使用時期
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ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｳﾒｼﾛｶｲｶﾞ

ﾗﾑｼ

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類幼虫
ｶﾒﾑｼ類 ｺｽｶｼﾊﾞ ｼﾝｸｲﾑｼ類 ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ ﾊﾀﾞﾆ類 ﾊﾏｷﾑｼ類 ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ

ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘ

ｶﾞ

使用

回数

　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率） 　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

使用量
使用

方法
作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC

毒

劇
使用時期

開花期ま

で
1回

5～200㍑

/10a
【Z】

200～

500倍

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍 4000倍 4000倍

もも ﾏｲﾄｺｰﾈﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ水

和剤
20D

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

もも ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20
ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ水

和剤
3A 劇

収穫21日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
2000倍 2000倍 2000倍

もも ﾏﾗｿﾝ乳剤 ﾏﾗｿﾝ乳剤 1B
収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

3000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

3000倍
1000倍

もも ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
2000倍

2000～

4000倍
2000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

もも ﾓﾍﾞﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｽﾋﾟﾛﾃﾄﾗﾏﾄ水

和剤
23

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

もも ﾛﾃﾞｨｰ乳剤
ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ

乳剤
3A 劇

収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

果樹類 ﾊﾞｲｵｾｰﾌ
ｽﾀｲﾅｰﾈﾏ ｶｰﾎﾟ

ｶﾌﾟｻｴ剤

「-

（生）

」

幼虫発生

期
- 25㍑ 【Y】

2500万頭

(約10g)

果樹類 ｽｶｼﾊﾞｺﾝL ｼﾅﾝｾﾙｱ剤
-

(ﾌｪ)
【B】

40～100本

/10a
【X】

40～100

本/10a

使用時期：【A】休眠期(落葉後～萌芽前)、【B】成虫発生初期から終期

使用方法：【Z】樹幹部及び主枝に散布

　　　　　【Y】虫糞が見られる所を中心に主幹部全体に散布

　　　　　【X】ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰを対象作物の枝に巻き付け設置

28
ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ

水和剤
ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙもも
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（９） スモモ         〔果樹類＞落葉果樹＞核果類＞小粒核果類＞すもも〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

【 病 害 全 般 】 ［耕種的防除］  

 

・果実の病害虫被害を予防・軽減するために、袋かけ栽培が望ましい。 

灰 星 病 開 花 期 

および 

果実肥大終期 

・花では、花弁やガクが腐敗して褐変する。成熟期の果実で発病すると褐色に軟腐し、

果実全体が灰色の胞子で覆われる。 

・雨が多いと発生が増加する。 

・花腐れを防ぐには、開花直前と満開直後に薬剤を散布する。 

・果実に少しでも発生すると、急激に二次感染が進むので、収穫の１か月前～収穫直前

に薬剤を散布する。 

ふ く ろ み 病 休 眠 期 ～ 

開 花 直 前 

・開花終了後まもなく果実が異常生育し、豆さや状に肥大する。 

・｢ソルダム｣系品種は発病しやすいので、対策が必須である。 

･発生に気付いた時点で手遅れなので、必ず休眠期や発芽前に薬剤を散布する。 

･休眠期防除参照。 

環 紋 葉 枯 病 生 育 期 ･収穫期～梅雨明けの期間が低温多雨で推移すると、谷合などで発生しやすい。 

・発生初期に防除する。 

黒 斑 病 

か い よ う 病 

［耕種的防除］ ・スモモに発生する細菌病として、黒斑病（モモのせん孔細菌病と同一の細菌）やかいよ

う病がある。 

・枝や果実表面のキズを防ぐため、防風垣や防風ネットを設置する。 

休 眠 期 ･ボルドー剤を散布する。 

 

生 育 期 ･袋かけが終了するまでの防除には、毎回、生物殺菌剤を混用し、感染予防に努める。ただ

し、抗生物質薬剤は生物殺菌剤の生菌を死滅させるため、生物殺菌剤と抗生物質薬剤

は混用しない。 

・暴風雨が発生した場合は、速やかに抗生物質薬剤を単剤で散布する。 

切り口および傷口 

の ゆ 合 促 進 

剪定整枝時、 

病患部削り取り

直 後 、 及 び 

病枝切除後 

･切り口に、適量のトップジンMペーストを塗布する。 

ア ブ ラ ム シ 類 展 葉 期 ～ 

新梢伸長期 

・モモアカアブラムシ、モモコフキアブラムシ等が加害する。 

・常に軟らかな新葉部分から吸汁し、葉巻き症状を引き起こす。 

・スモモの葉が硬化する５月下旬以降は別の植物へ移動し、10～11月にスモモ樹に帰ってき

て産卵し越冬する。 

コ ス カ シ バ 休 眠 期 

(開花期まで ) 

・幼虫は樹皮下で越冬し、翌春も食害を続け、樹皮下で蛹化する。越冬幼虫の発育は不揃い

で、成虫になる時期も揃わないため、成虫の発生期間は5～10月と幅がある。 

･あらかじめ虫糞を取り除き、樹幹部および主枝に薬剤を散布する。 

･新芽の薬害を避けるため、萌芽前に散布を終える。 

 

幼虫発生期 ･主幹や主枝、特に虫糞が見られるところを中心に薬剤を散布する。 

・生物農薬は、効果を高めるために晴天時の散布は避け、曇天または少雨時に散布す

るのが望ましい。 

成虫発生初期 

(５月上～中旬) 

・この時期は、成虫の交尾阻害により密度低下をはかる性フェロモン剤を用いる。効果

を高めるために、広範囲一斉設置と併せて、防風垣や防風ネットを設置する。効果は１

シーズン限りなので、毎年付け替える。 
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病害虫名 防除時期 摘  要 

カ メ ム シ 類 果実肥大期 ･これらの害虫は発生が見られたら、すみやかに薬剤を散布する。 

ケ ム シ 類 

(イラガﾞ) 

生 育 期 

ハ マ キ ム シ 類 生 育 期 

シ ン ク イ ム シ 類 果実肥大期 

 ～成熟期 

･果実への食入が始まる前に、薬剤を散布する。 

カ イ ガ ラ ム シ 類 

 

カ イ ガ ラ ム シ 

類 幼 虫 

（ 共 通 ） ・スモモを吸汁加害するカイガラムシ類として、ウメシロカイガラムシやナシマルカイガラ

ムシがある。 

休 眠 期 ･休眠期防除参照 

生 育 期 ・カイガラを形成すると薬剤の効果が著しく低下するので、幼虫のふ化を確認して、ふ化

最盛期に薬剤を散布する。 

ハ ダ ニ 類 生 育 期 ･梅雨明け後～盛夏期に、無降雨が続くと発生しやすい。 

･手遅れにならないよう、発生初期に防除する。 

･収穫期と重なることがあるので、収穫前日数に注意する。 

ｽ ﾓ ﾓ ﾐ ﾊ ﾊ ﾞ ﾁ 開 花 期 ～ 

落 弁 期 

・成虫は開花期のがくに産卵し、幼虫は落弁直後に幼果に食入するため、満開期から落

弁期に薬剤を散布する。 
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スモモ【殺菌剤】 RPA

かいよう

病

ふくろみ

病
灰星病

環紋葉枯

病
黒斑病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

すもも ICﾎﾞﾙﾄﾞｰ412 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 30倍

すもも ｱﾐｽﾀｰ10ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ

水和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

すもも ｽｺｱ顆粒水和剤
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

すもも ｽﾀｰﾅ水和剤
ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸水

和剤
31

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

すもも ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水

和剤
11

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

すもも ﾁｵﾉｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3
収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍

すもも ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水

和剤
3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

すもも ﾄﾚﾉｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3
収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍

すもも ﾅﾘｱWDG
ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ･

ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ水和剤
11,7

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

すもも ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ液剤5
ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝ液

剤
U18

収穫3日前

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍

すもも ﾍﾞﾙｸｰﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞ

ｼﾙ酸塩水和剤
M7

収穫3日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

すもも ﾏｲｺｼｰﾙﾄﾞ
ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ

水和剤
41

収穫21日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

すもも ﾑｯｼｭﾎﾞﾙﾄﾞｰDF 銅水和剤 M1
葉芽発芽

前まで
-

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍

すもも ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ水和

剤
2

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

小粒核

果類
ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
1 【A】

3回

以内
塗布 原液

小粒核

果類
ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水

和剤
1

収穫21日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

小粒核

果類
ﾌﾙｰﾂｾｲﾊﾞｰ

ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ水

和剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍

小粒核

果類
ﾏｽﾀﾋﾟｰｽ水和剤

ｼｭｰﾄﾞﾓﾅｽ ﾛﾃﾞ

ｼｱ水和剤

「-

（生）

」

収穫前日

まで
-

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

小粒核

果類

(うめを

除く)

ｵﾙﾌｨﾝﾌﾟﾗｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ･ﾌﾙ

ｵﾋﾟﾗﾑ水和剤

"「-」

(I*),3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍

使用時期：【A】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

使用

回数
使用量

使用

方法
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スモモ【殺虫剤】 RPA

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｳﾒｼﾛｶｲｶﾞﾗ

ﾑｼ
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類

幼虫
ｶﾒﾑｼ類 ｹﾑｼ類 ｺｽｶｼﾊﾞ ｼﾝｸｲﾑｼ類 ﾊﾀﾞﾆ類 ﾊﾏｷﾑｼ類 ｽﾓﾓﾐﾊﾊﾞﾁ

すもも ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ水

和剤
16

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

すもも ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤 MEP乳剤 1B 【A】 1回 【Z】 100倍

すもも ｶﾈﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｱｾｷﾉｼﾙ水和剤 20B
収穫3日前

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

すもも ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10
ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙ水和剤
28

収穫3日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2500～

5000倍
2500倍

2500～

5000倍

すもも ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍
2000倍

すもも ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水溶

剤
4A

収穫3日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

すもも ﾊﾁﾊﾁﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ水

和剤
"21A(I*) 劇

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

開花期ま

で
1回

5～200㍑

/10a
【Z】 200倍

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍 4000倍 4000倍 4000倍

すもも ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
2000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

すもも ﾛﾃﾞｨｰ水和剤
ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ

水和剤
3A 劇

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

果樹類 ﾊﾞｲｵｾｰﾌ
ｽﾀｲﾅｰﾈﾏ ｶｰﾎﾟ

ｶﾌﾟｻｴ剤

「-

（生）」

幼虫発生

期
- 25㍑ 【X】

2500万頭

(約10g)

果樹類 ｽｶｼﾊﾞｺﾝL ｼﾅﾝｾﾙｱ剤 【B】
40～100本

/10a
【Y】

8g/100本

製剤

小粒核

果類
ｱｰﾃﾞﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和

剤
3A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

小粒核

果類
ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤

ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和

剤
3A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

小粒核

果類
ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水

和剤
13 劇

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

ｲﾗｶﾞ類

2000倍

ｵｳﾄｳﾊﾀﾞﾆ

2000倍

小粒核

果類
ｺﾙﾄ顆粒水和剤

ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ水

和剤
9B

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
2000倍

小粒核

果類
ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ水

和剤
23

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

小粒核

果類
ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ水和

剤
25A

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

小粒核

果類
ﾏｲﾄｺｰﾈﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ水

和剤
20D

収穫3日前

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

使用時期：【A】休眠期(落葉後～萌芽前)、【B】成虫発生初期から終期

使用方法：【Z】樹幹部及び主枝に散布

　　　　　【Y】ディスペンサーを対象作物の枝に巻き付け設置

　　　　　【X】虫糞が見られる所を中心に主幹部全体に散布

28
ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ

水和剤
ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙすもも

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期
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（10） リ ン ゴ              〔 果樹類＞落葉果樹＞仁果類＞りんご 〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

【病害全般】 

 

 

［耕種的防除］ 

 

・発病部位（主に葉・枝・果実）は発見次第すみやかに除去し、園外で焼却か土中深く

埋める。 

・落葉やせん定によって切り取った枝も、園外で粉砕・焼却または土中深く埋める。 

黒 星 病 開 花 前 ～ 

幼 果 期 

・一次伝染の防止が重要なので、開花期前後の薬剤散布に重点を置く。 

果 実 肥 大 期 ・銅水和剤を使用する場合は、サビ果防止のため炭酸カルシウム剤を混用する。 

収 穫 後 ・休眠期防除参照 

斑点落葉病 落 花 期 ・フロンサイドＳＣの前後にボルドー剤を散布する場合は、７日以上の間隔をあける。 

収 穫 前 ・収穫までの日数を考慮して、使用時期｢前日まで｣等、日数が短い薬剤を使用する。 

収 穫 後 ・この時期は、主に有機銅剤を用いる。 

褐 斑 病 梅 雨 明 け 

前 後 

・低温多雨の年に発生が多くなり、早期落葉につながる。 

す す 斑 病 

す す 点 病 

５ 月 中 旬 ～ 

９ 月 下 旬 

・夏に降雨の多い年に、発生が多い。 

・有袋栽培で発生が多いので、袋かけ前に防除する。 

赤 星 病 ４ 月 下 旬 ～ 

５ 月 中 旬 

・多発園では、初発期とさらにその１週間後に散布する。 

［耕種的防除］ ・中間宿主であるビャクシン類を周辺(１㎞程度)から取り除く。 

輪 紋 病 

（ いぼ皮病） 

６ 月 中 旬 ～ 

８ 月 上 旬 

・高温多雨条件が続くと、感染頻度が高くなる。 

腐 ら ん 病 剪定時及び病

患 部 削 り 

取 り 直 後 

・トップジンMペーストまたはバッチレートを原液のまま使用する。 

・せん定時には、せん定直後の切り口に塗布する。 

・病斑を見つけた場合は、すみやかに病患部を大きめに削り取り、傷あと及びその周辺

に十分塗布する｡ 

・休眠期防除参照 

切り口および 

傷口のゆ合促進 

剪 定 整 枝 時 ､ 

病患部削り取り直

後 ､ 及 び 

病 枝 切 除 後 

・せん定直後の切り口に、トップジンＭペーストまたはバッチレートを塗布する。 

 

アブラムシ類 ５ 月 上 旬 ～ 

７ 月 下 旬 

・展葉初期の防除を徹底する。 

カイガラムシ

類 

【 共 通 】 ・休眠期防除参照 

幼 虫 

ふ 化 直 後 
・５月上～中旬、７月上～中旬頃の幼虫ふ化期から若齢幼虫期に薬剤を散布する。 

［耕種的防除］ ・９月下旬までに主枝や亜主枝にコモ等を巻き付けて、バンド誘殺を行う。 
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病害虫名 防除時期 摘  要 

コ ナ カ イ ガ ラ 

ム シ 類 

クワコナカイガラ

ムシ（若齢幼虫） 

幼 虫 

ふ 化 直 後 

・５月上～中旬、７月上～中旬頃の幼虫ふ化期から若齢幼虫期に防除する。 

・休眠期防除参照 

カ メ ム シ 類 ６ 月 中 旬 ～ 

９ 月 下 旬 

・成虫が山林から果樹園に飛来し、幼果期から収穫期まで加害する。 

・落果に注意しながら樹を揺すって、成虫の有無を確認する。 

ハマキムシ類 展 葉 期 ・発生状況を見ながら、ふ化幼虫の最盛期に防除する。 

果 実 肥 大 期 ・果実肥大期間中は、ふ化幼虫最盛期に防除する。 

［耕種的防除］ ・葉と果実の接触部分に生息しやすいので、葉摘みを行う。 

ハ ダ ニ 類 

（リンゴハダニ） 

（ナミハダニ） 

６ 月 下 旬 ～ 

９ 月 上 旬 

・ハダニ類は、短期間で増加し、増加すると防除困難になるので、発生初期にかけ残し

のないように丁寧に散布する。 

・高温・乾燥が続くと発生しやすいので、注意する。 

・休眠期防除参照 

シンクイムシ類 ６ 月 下 旬 ～ 

９ 月 上 旬 

・リンゴを加害するシンクイムシ類として、モモシンクイガおよびナシヒメシンクイがある。 

・世代間の重なりが大きく、連続的に発生するので、継続的な防除対策が必要である。ま

た、果実への食入前に防除する。 

キンモンホソガ 幼 果 期 ・食入虫の防除よりも食入防止に重点を置き、成虫発生期から産卵期にかけての散布が効

果的である。 

果 実 肥 大 期 ・７月下旬から８月上旬の第３世代の卵および無脚幼虫期に散布する。 

［耕種的防除］ ・冬期に落葉を焼却するか、または土中に埋める。 

ギ ン モ ン 

ハ モ グ リ ガ 

４ 月 ～ ９ 月 ・老熟幼虫がぶら下がるのを確認し、その10日～２週間後に卵期を迎えるので、その時

期に薬剤を散布する。 

カミキリムシ類 ６ ～ ７ 月 ・産卵初期～産卵最盛期直前に、処理する。 

・主幹地際部から約50cmの高さまで塗布または散布する。 

・薬液が果実や葉に付着しないように、注意して散布する。 
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リンゴ【殺菌剤・その他】 RPA

すす点病 すす斑病 褐斑病 黒星病
傷口のゆ

合促進
赤星病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

斑点落葉

病
腐らん病 輪紋病

銅水和剤

による薬

害軽減

りんご ICﾎﾞﾙﾄﾞｰ412 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 30～50倍 30～50倍 20～50倍 20～40倍

りんご ｱｸｻｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰ

ﾙ･ﾌﾙｷｻﾋﾟﾛｷｻ

ﾄﾞ水和剤

3,7
収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

りんご ｱﾘｴｯﾃｨC水和剤
ｷｬﾌﾟﾀﾝ･ﾎｾﾁﾙ

水和剤
M4,P7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 800倍 800倍 800倍 800倍 800倍 800倍

りんご ｱﾝﾄﾗｺｰﾙ顆粒水和剤
ﾌﾟﾛﾋﾟﾈﾌﾞ水

和剤
M3

収穫45日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍 500倍 500倍 500倍 500倍

りんご ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 10000倍 10000倍 10000倍

5000～

12000倍

8000～

12000倍

りんご ｵｰｼｬｲﾝ水和剤

ｵｷｽﾎﾟｺﾅｿﾞｰﾙ

ﾌﾏﾙ酸塩水和

剤

3
収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍 3000倍

3000～

4000倍

3000～

4000倍

2000～

3000倍

りんご ｵｰｿｻｲﾄﾞ水和剤80 ｷｬﾌﾟﾀﾝ水和剤 M4
収穫前日

まで

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

600～

800倍

600～

800倍

600～

800倍

600～

1000倍

600～

800倍

600～

800倍

りんご ｵｷｼﾗﾝ水和剤
ｷｬﾌﾟﾀﾝ･有機

銅水和剤

M1,M

4

収穫14日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

500～

600倍

500～

600倍

500～

600倍

500～

800倍

500～

800倍

500～

800倍

りんご ｵﾙﾌｨﾝﾌﾟﾗｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ･ﾌ

ﾙｵﾋﾟﾗﾑ水和剤

"「-」

(I*),3

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

りんご ｷﾉﾝﾄﾞｰ水和剤40
500～

800倍

500～

800倍

りんご ｷﾉﾝﾄﾞｰ水和剤80 1200倍 1200倍 1200倍
1200～

1600倍

1200～

1600倍
1200倍

りんご ｷﾉﾝﾄﾞｰ顆粒水和剤 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

りんご ｺｻｲﾄﾞ3000 銅水和剤 M1 - -
200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇

有機銅水和剤 M1
収穫14日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

使用時期

　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率） 　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

使用

回数
使用量

使用

方法
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すす点病 すす斑病 褐斑病 黒星病
傷口のゆ

合促進
赤星病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

斑点落葉

病
腐らん病 輪紋病

銅水和剤

による薬

害軽減

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率） 　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

使用

回数
使用量

使用

方法

りんご ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*)
収穫30日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

500～

600倍

500～

600倍

500～

600倍

500～

600倍

500～

600倍

500～

600倍

500～

600倍

りんご ｽｸﾚｱﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ

水和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

りんご ｽｺｱ顆粒水和剤
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

3000～

4000倍

3000～

4000倍
3000倍

りんご ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水

和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍
3000倍

1500～

3000倍

1500～

3000倍

2000～

3000倍

りんご ｾﾙｶﾃﾞｨｽDﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｼﾞﾁｱﾉﾝ･ﾌﾙｷｻ

ﾋﾟﾛｷｻﾄﾞ水和

剤

7,M9 劇
収穫60日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

りんご ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 TPN水和剤 M5
収穫45日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

りんご ﾁｵﾉｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3
収穫30日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍 500倍 500倍 500倍 500倍 500倍

りんご ﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼﾞﾁｱﾉﾝ水和剤 M9 劇
収穫60日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

りんご ﾄﾞｷﾘﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 有機銅水和剤 M1
収穫14日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

800～

1000倍

800～

1000倍

800～

1000倍

800～

1000倍

800～

1000倍

800～

1000倍
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すす点病 すす斑病 褐斑病 黒星病
傷口のゆ

合促進
赤星病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

斑点落葉

病
腐らん病 輪紋病

銅水和剤

による薬

害軽減

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率） 　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

使用

回数
使用量

使用

方法

【A】 原液 原液

【B】 原液

りんご ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

水和剤
1

収穫前日

まで

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

りんご ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水

和剤
3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

りんご ﾄﾚﾉｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 M3
収穫30日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 500倍 500倍 500倍 500倍 500倍 500倍 500倍

りんご ﾅﾘｱWDG

ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞ

ﾝ･ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ水

和剤

11,7
収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

りんご ﾈｸｽﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｲｿﾋﾟﾗｻﾞﾑ水

和剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

3000倍
1500倍 1500倍

りんご ﾊﾞｯﾁﾚｰﾄ 有機銅塗布剤 M1 【A】
3回

以内
【Z】 原液 原液

りんご ﾊﾟﾚｰﾄﾞ15ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾋﾟﾗｼﾞﾌﾙﾐﾄﾞ

水和剤
7

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍
2000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

りんご ﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀ顆粒水和剤
ﾋﾟﾘﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ

水和剤
11

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

3000～

4000倍
3000倍

3000～

4000倍

3000～

4000倍

3000～

4000倍

3000～

4000倍

りんご ﾌﾙｰﾂｾｲﾊﾞｰ
ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ

水和剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

3000倍

1500～

3000倍

1500～

2000倍

1500～

3000倍

1500～

3000倍

1500～

2000倍

りんご ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞSC
ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ水和

剤
29

収穫45日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

2000～

2500倍

2000～

2500倍

2000～

2500倍

2000～

2500倍

2000～

2500倍
2000倍

3回

以内
塗布りんご ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
1
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すす点病 すす斑病 褐斑病 黒星病
傷口のゆ

合促進
赤星病

切り口及

び傷口の

ゆ合促進

斑点落葉

病
腐らん病 輪紋病

銅水和剤

による薬

害軽減

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率） 　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

使用

回数
使用量

使用

方法

りんご ﾍﾞﾙｸｰﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

りんご ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤 1000倍 1000倍 1000倍
1000～

2000倍

1000～

2000倍
1000倍

りんご ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1
収穫前日

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

りんご ﾕﾆｯｸｽ顆粒水和剤47
ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ水

和剤
9

収穫14日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

りんご ｸﾚﾌﾉﾝ
炭酸ｶﾙｼｳﾑ水

和剤
その他 - 【Y】

80～

100倍

使用時期：【A】剪定時及び病患部削り取り直後、

　　　　　【B】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

使用方法：【Z】剪定枝の切口､病患部の削除あとに塗布、【Y】銅水和剤に混用して散布

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙ

ﾍﾞｼﾙ酸塩水和

剤

散布
200～700㍑

/10a

6回

以内

(但

し､

開花

期以

降散

布は

3回

以内)

収穫前日

まで
M7
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リンゴ【殺虫剤】 RPA

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 ｶﾐｷﾘﾑｼ類 ｶﾒﾑｼ類
ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞ

ﾘｶﾞ
ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ

ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗ

ﾑｼ

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類
ｼﾝｸｲﾑｼ類 ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ ﾊﾀﾞﾆ類 ﾊﾏｷﾑｼ類 ﾘﾝｺﾞﾊﾀﾞﾆ

りんご ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤
ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和

剤
3A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

りんご ｱｸﾀﾗ顆粒水溶剤
ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ水溶

剤
4A

収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍
2000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍
2000倍

りんご ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ水和剤
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍
1000倍

りんご ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ水

和剤
16

収穫30日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍
←幼虫

りんご ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤
ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶

剤
4A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

りんご ｵﾘｵﾝ水和剤40
ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ水和

剤
1A 劇

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

りんご ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤
ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ乳

剤
15

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍
2000倍

2000～

6000倍
2000倍

- 【Z】
1(原液)～

1.5倍

100～

1000mL/樹
【Y】 1.5倍

りんご ｶﾈﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｱｾｷﾉｼﾙ水和剤 20B
収穫7日前

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

りんご ｷﾗｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ水和

剤
2B

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

4000倍
2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

りんご ｺﾙﾄ顆粒水和剤
ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ水

和剤
9B

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

3000～

6000倍

3000～

4000倍

りんご ｺﾛﾏｲﾄ水和剤
ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ水和

剤
6

収穫前日

まで
1回

400～700㍑

/10a
散布 2000倍

りんご ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10
ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙ水和剤
28

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2500～

5000倍

2500～

5000倍

2500～

5000倍

2500～

5000倍

りんご ｻﾝﾏｲﾄ水和剤
ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水和

剤
21A 劇

収穫21日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

3000倍

りんご ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫前日

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1500～

2000倍

1500～

2000倍

1500～

2000倍
2000倍 2000倍 2000倍

りんご ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤
ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶

剤
4A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇

　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率） 　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）
使用

回数
使用量

使用

方法
使用時期

りんご 【A】
3回

以内
1BMEP乳剤ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞS
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ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 ｶﾐｷﾘﾑｼ類 ｶﾒﾑｼ類
ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞ

ﾘｶﾞ
ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ

ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗ

ﾑｼ

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ

類
ｼﾝｸｲﾑｼ類 ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ ﾊﾀﾞﾆ類 ﾊﾏｷﾑｼ類 ﾘﾝｺﾞﾊﾀﾞﾆ

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇

　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率） 　　　適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）
使用

回数
使用量

使用

方法
使用時期

りんご ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40 MEP水和剤 1B
収穫30日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

800～

1200倍

800～

1000倍

800～

1000倍

800～

1200倍

800～

1200倍

りんご ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾋﾟﾌﾙﾌﾞﾐﾄﾞ水

和剤
25B

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

りんご ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ水和

剤
25A

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

りんご ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ

水和剤
21A

収穫30日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

りんご ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水溶

剤
4A

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

りんご ﾃﾞｨｱﾅWDG
ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ水和

剤
5

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

5000～

15000倍

5000～

15000倍

5000～

10000倍

5000～

15000倍

りんご ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾑﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｽﾙﾎｷｻﾌﾛﾙ水和

剤
4C

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

1000～

2000倍

りんご ﾆｯｿﾗﾝ水和剤
ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ水

和剤
10A

収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

りんご ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ顆粒水和剤
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ水

和剤
4A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍 2000倍 4000倍 4000倍 4000倍

2000～

4000倍

りんご ﾊﾞﾛｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ水和

剤
10B

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

2000～

3000倍

りんご ﾋﾟﾗﾆｶ水和剤
ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ

水和剤

"21A(I

*)
劇

収穫14日

前まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

りんご ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000～

6000倍

4000～

6000倍
4000倍

4000～

6000倍

りんご ﾌｪﾆｯｸｽ顆粒水和剤 4000倍 4000倍 4000倍
4000～

6000倍

りんご ﾏｲﾄｺｰﾈﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ水

和剤
20D

収穫前日

まで
1回

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍
1000倍

りんご ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20
ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ水和

剤
3A 劇

収穫30日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍 2000倍

りんご ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍
4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

りんご ﾛﾋﾞﾝﾌｯﾄﾞ
ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝｴ

ｱｿﾞﾙ
3A

収穫前日

まで

5回

以内
【X】

＊

(対象)

使用時期：【A】6～7月(産卵初期～産卵最盛期直前)但し収穫30日前まで

使用方法：【Z】主幹地際部から約50cmの高さまで塗布、【Y】主幹地際部から約50cmの高さまで散布、

　　　　　【X】樹幹･樹枝の食入孔にﾉｽﾞﾙを差し込み噴射

散布
2回

以内

収穫前日

まで
28

200～700㍑

/10a

ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ

水和剤
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（11） ク  リ                    〔 果樹類＞落葉果樹＞くり 〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

【 病 害 共 通 】 ［耕種的防除］ 

 

・空のイガ、発病した毬果、落葉、発病枝、せん定枝は、感染源となるため、可能な限り

すみやかに回収して、園外で焼却または地中に埋設する。 

胴 枯 病 病 患 部 削 り 

取 り 直 後 

・病斑を見つけ次第、病患部を大きめに完全に削り取り、傷あとおよびその周辺にトップジ

ンＭペーストを十分塗布する。 

［耕種的防除］ 

 

・枝幹害虫の被害跡や凍害による枯死部から病原菌の繁殖が始まるので、害虫防除や凍

害対策を行う。 

実 炭 疽 病 果 実 肥 大 期 ・薬剤による防除適期は、毬果肥大期～成熟期（７月中旬～８月下旬）である。 

・10日間隔で２～３回、イガに薬剤が十分かかるように散布する。 

［耕種的防除］ ・極早生品種および晩生品種は発生が少ないので、品種構成を考慮する。 

 

切り口及び傷口

の ゆ 合 促 進 

剪定整枝時､病患部

削り取り直後､及び 

病 枝 切 除 後 

・切り口に適量のトップジンＭペーストを塗布する。 

【 害 虫 共 通 】 ［耕種的防除］ 

 

・空のイガ・食害された毬果・落葉は、生育や越冬の場所となるため、可能な限りすみや

かに回収して、園外で焼却または地中に埋設する。 

ク ス サ ン ［耕種的防除］ 

 

・休眠期に卵塊を集めて焼却する。 

・生育期は早期発見に努め、若齢幼虫期に捕殺する。 

カミキリムシ類 ６ 月 下 旬 

～ ８ 月 上 旬 

・薬剤は樹幹部に十分量散布する。 

 

[耕種的防除 ] 

 

・成虫は見つけ次第捕殺する。幼虫は食入痕に針金を差し込み、刺殺する。 

コ ウ モ リ ガ ４ ～ ６ 月 ・登録薬剤を地際部から約1.5ｍ～２ｍの高さまでの主幹及び主枝に塗布または散布す

る。 

ク リ タ マ バ チ 発 芽 直 前 ・越冬幼虫を対象に、登録薬剤を休眠期に樹冠全体を散布する。 

成 虫 活 動 期 

（７月上旬～中

旬） 

・成虫が虫こぶから脱出して野外を活動する時期以外は薬剤の効果が低い。 

・羽化脱出期（特に羽化初期）を見計らって薬剤を散布する。 

［耕種的防除］ 

 

・新梢の伸びが少ないとクリタマバチが寄生しやすくなるので、やや強めのせん定や適

切な施肥によって樹勢を強く維持する。 

・品種により本虫に対する抵抗性が異なるので、抵抗性品種を選んで栽培する。 

アブラムシ類 生 育 期 ・主なアブラムシ種として、クリイガアブラムシ、クリオオアブラムシがある。 

・クリオオアブラムシには、ふ化直後に薬剤散布する。 

［耕種的防除］ ・クリオオアブラムシの樹皮に付着した越冬卵は、見つけ次第すりつぶす。 

 

ク リ イ ガ 

ア ブ ラ ム シ 

６ 月 ・成虫の移動期に薬剤を散布する。 

 

［耕種的防除］ 

 

・主幹や主枝などに両面テープを巻いて、成虫の移動を阻止する。 
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病害虫名 防除時期 摘  要 

モ モ ノ ゴ マ 

ダ ラ ノ メ イ ガ 

８ 月 上 旬 

～ ９ 月 中 旬 

・早生種は８月上旬～中旬、中生種は８月中旬～下旬、晩生種は８月下旬～９月上旬に

重点を置き薬剤を散布する。 

ネ ス ジ キ ノ 

カ ワ ガ 

６ 月 下 旬 

～ ７ 月 上 旬 

・第２世代成虫による被害がもっとも多いので、第２世代成虫の産卵最盛期（６月下旬～

７月上旬）に薬剤を毬果に行き渡るように散布する。 

ク リ シ ギ 

ゾ ウ ム シ 

８月下旬～９月

中 旬 

・成虫が羽化する時期に薬剤を散布する。 

ク リ ミ ガ ９ 月 ・老熟幼虫で越冬し、８～９月の蛹期を経て、９月から成虫が羽化し産卵するため、９月

下旬以降収穫の晩生品種で被害が多い。 
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クリ【殺菌剤】 RPA

実炭疽病

切り口及び

傷口のゆ合

促進

胴枯病

くり ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*)
収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 600倍

【A】 原液

【B】 原液

くり ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水

和剤
1

収穫3日前

まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

くり ﾍﾞﾙｸｰﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞ

ｼﾙ酸塩水和剤
M7

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

くり ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1 【C】
4回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

使用時期【A】：病患部削り取り直後

使用時期【B】：剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

使用時期【C】：裂果前 （但し､収穫14日前まで）

使用

回数
使用量

使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

くり
3回

以内
塗布1

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ
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クリ【殺虫剤】 RPA

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ｶﾐｷﾘﾑｼ類 ｸｽｻﾝ
ｸﾘｲｶﾞｱﾌﾞﾗ

ﾑｼ

ｸﾘｼｷﾞｿﾞｳﾑ

ｼ
ｸﾘﾀﾏﾊﾞﾁ ｸﾘﾐｶﾞ ｺｳﾓﾘｶﾞ

ﾈｽｼﾞｷﾉｶﾜ

ｶﾞ

ﾓﾓﾉｺﾞﾏﾀﾞﾗ

ﾉﾒｲｶﾞ

くり ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ水和剤
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ水

和剤
3A 劇

収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

3000倍
1000倍

【A】
1000～

2000倍

収穫14日

前まで
2000倍

くり ｱﾄﾞﾏｲﾔｰ水和剤
ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ

水和剤
4A 劇

収穫7日前

まで(ただ

し､露地栽

培につい

ては発芽

期から開

花期を除

く)

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍

くり ｴﾙｻﾝ乳剤 PAP乳剤 1B 劇
収穫14日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

- 【Z】
1(原液)～

1.5倍

100～

1000mL/樹
【Y】 2倍

くり ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40 MEP水和剤 1B 【C】
4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

くり ﾃﾞｨｱﾅWDG
ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ水和

剤
5

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 10000倍

くり ﾄｸﾁｵﾝ乳剤 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ乳剤 1B 【D】
5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

発芽直前 1回
200～700㍑

/10a
散布 200倍

【C】 1回
0.5～2.0㍑/

樹

樹幹部

に十分

散布

100～

200倍

くり ﾊﾟｰﾏﾁｵﾝ水和剤
ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ･

MEP水和剤
1B,3A 劇 【C】

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍

くり ﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶剤 ｶﾙﾀｯﾌﾟ水溶剤 14 劇 裂果前
3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍

2～4㍑/10a 【X】 40倍 40倍

200～700㍑

/10a
散布 4000倍 4000倍

2～4㍑/10a 【X】 40倍

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

くり ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍
2000倍

使用時期：【A】羽化脱出期但し収穫14日前まで、【B】裂果前まで但し収穫90日前まで

　　　　　【C】裂果前 但し収穫14日前まで、【D】裂果前まで(但し収穫7日前まで)

使用方法：【Z】樹幹の地際部から約1.5～2mの高さまでの主幹及び主枝に塗布

　　　　　【Y】樹幹の地際部から約1.5～2mの高さまでの主幹及び主枝に散布

　　　　　【X】無人航空機による散布

収穫前日

まで

2回

以内

くり ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20
ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ水

和剤
3A 劇

収穫7日前

まで

2回

以内

くり ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ

水和剤
28

使用量
使用

方法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

くり ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ乳剤 3A
5回

以内

200～700㍑

/10a

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

散布

くり ﾄﾗｻｲﾄﾞA乳剤
ﾏﾗｿﾝ･MEP乳

剤
1B

使用

回数

くり ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞS MEP乳剤 1B 【B】 1回
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（12） 休眠期防除 

① 石灰硫黄合剤                       （分類コード F:M02, I:UN*） 

作 物 名 病 害 虫 名 
防  除  方  法 

注 意 事 項 
使用時期 使用濃度 使用回数 

果 樹 類 サ ビ ダ ニ 類 

ハ ダ ニ 類 

冬 期 20～40倍 －  

落葉果樹 カイガラムシ類 

ハ ダ ニ 類 

越 冬 病 害 虫 

発 芽 前 7～10倍 －  

ウ メ 縮 葉 病 発 芽 前 8倍 － ・薬害を防ぐため、12月は10倍液を用いる。

開花直前は20倍とし、早咲き花が咲き始め

た時に散布する。 

ナ シ 黒 星 病 発 芽 前 7倍 － ・リン片がずれ始めた頃の散布効果が高い。 

ミ カ ン カイガラムシ類 

ハ ダ ニ 類 

冬 期 20～40倍 
－ 

・防寒被覆除去7～10日後に散布する。 

モ モ 縮 葉 病 

胴 枯 病 

黒 星 病 

発 芽 前  7倍 － ・生育期防除は効果が不十分なので、必ず

休眠期に防除する。 

ス モ モ ふ く ろ み 病 － 140倍 － ・発病してからは手遅れなので、必ず休眠期

に防除する。 

リ ン ゴ 腐 ら ん 病 休 眠 期 10倍 － ・腐らん病の休眠期防除は、枝幹が十分に

濡れるように行う。 黒 星 病 発 芽 前 7倍 － 

モ ニ リ ア 病 開 花 前 60～140倍 － 

ク リ 芽 枯 病 発 芽 前 20～40倍 －  

【すべての防除方法に関する注意事項】 

・ボルドー剤、銅剤、マシン油乳剤との混用は避ける。 

・ボルドー剤は散布後３週間以上、マシン油乳剤は散布後１ヶ月以上の間隔をあける。 

・銘柄(製造会社)によって登録内容が異なるので、商品ごとに登録内容を必ず確認する。 

 

 

② マシン油乳剤（９５％濃度）                  （分類コード F:NC, I:未） 

作 物 名 病 害 虫 名 
防  除  方  法 

注 意 事 項 
使用時期 使用濃度 使用回数 

落葉果樹 カイガラムシ類 

（ブドウを除く） 

－ 12～14倍 － ・ウメでは葉芽が動き出す前に散布する。 

ただし、開花期間中は散布しない。 

落葉果樹 

（ナシ、リ

ン ゴ 、 カ

キ、モモ） 

カ イ ガ ラ ム シ 

サ ビ ダ ニ 

ハ ダ ニ 類 

及びその越冬卵 

－ 16～24倍 － ・ナシ、カキは、原則として隔年散布とす

る。 

モ モ ア ブ ラ ム シ 類 発 芽 前 25倍 －  

カ ン キ ツ ヤノネカイガラムシ 

その他カイガラムシ 

サ ビ ダ ニ 

ハダニ類の越冬卵 

冬 期 30～45倍 － ・カンキツでは、葉に油浸斑を生じることが

あるが、日数の経過に従って消失する。 

【すべての防除方法に関する注意事項】 

・石灰硫黄合剤、ボルドー液などのアルカリ性薬剤との混用は避ける。 

・銘柄(製造会社)によって登録内容が異なるので、商品ごとに登録内容を必ず確認する。 
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２ 果樹除草剤 

（1）使用上の注意事項 

① 散布実面積当たりの使用薬量を厳守し、薬液が栽培樹の枝葉にかからないように注意して散布する。 

② 少量散布の場合は、専用ノズルを用い、雑草の葉面が軽く均一に濡れる程度に散布する。 

③ 土壌の流亡や法面の崩壊のおそれがあるため、傾斜のある園地では使用しない。 

④ 散布後の降雨で効果が低下することがあるので、天気予報を把握したうえで散布する。 

⑤ 地力低下を防ぐため、除草剤使用は年間１～２回にとどめ、堆肥などを補給して土づくりに取り組

む。 
 

（2）使用方法 

・ザクサ液剤、バスタ液剤、プリグロックスL、ラウンドアップマックスロードにおいて、ウメ、ナシ、カキ、
ブドウ、ミカン(カンキツ) 、イチジク、キウイフルーツ、モモ、スモモ、リンゴ、クリで登録がある。 

・使用基準等については、各薬剤のラベル等を十分に確認する。 
 

（3）イチジクの除草対策 

・イチジクは水平方向に根が広く分布する浅根性の樹種であるため、除草剤の使用は極力避けて手取

り除草を行う。 

・反射シートの敷設は、雑草抑制に加えてアザミウマ類の被害防止対策に効果がある。 
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３ 果樹植物成長調整剤  

樹 種 薬 剤 名 
【対象品種等】 

使用目的 

使  用  方  法 
注 意 事 項 

希釈倍数 使用時期 使用方法 回 数 

ナ シ ジベレリンペースト 【日本なし】 

・果実肥大促進 

・熟期促進 

(原液) 満開 3 0～ 

4 0 日 後 

幼果１果当たり 

２０～３０㎎を 

果梗部へ塗布 

１回 ・薬剤が果面に付着する

と薬害が出るので、果

実に付着しないように

注意して塗布する。 

・定植後の新梢伸長促進

では、全花除去した短果

枝の新梢基部に塗布す

る。 

・ジベレリンを含む農薬の

総使用回数は2回以内（果

梗部塗布は1回以内、新梢

基部塗布は1回以内）。 

【日本なし】 

・新梢伸長促進 

(原液) 満開予定日

1 0 日 前 ～ 

満開40日後 

1 枝 当 た り 

100㎎を新梢

基部へ塗布 

1回 

【日本なし】 

（苗木） 

・新梢伸長促進 

萌芽期～新

梢 新 長 期 

頂芽基部塗

布または新梢

基 部 塗 布 

3回

以内 

ストッポール液剤 【赤なし】 

（ただし、王秋を除く） 

・収穫前落果防止 

2,000～ 

3,000倍 

収穫開始

予定日の

14～7日前 

立木全面散布 

2 0 0～300 

 ℓ/10a 

１回 ・樹勢の弱い樹では、早

期落葉する恐れがある

ので、樹勢を考慮して

使用する。 

・展着剤は、加用しない。 

・散布後に降雨があって

も、再散布はしない。 

・ジクロルプロップを含む農

薬の使用回数は１回。 

【青なし】 

・収穫前落果防止 

1,500～ 

2,000倍 

【王秋】 

・収穫前落果防止 

2,000～ 

3,000倍 

収穫開始

予定日の 

３０～７日前 

ブドウ アグレプト液剤 

(ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ液剤) 
〔RAC F:25〕 

・無種子化 1,000倍 

(200ppm） 

満開予定日

の １ ４ 日前 

～開花始期 

散布 

200～700ℓ/10a 

１回 ・本剤は殺菌剤である。 

・展着剤は、加用しない。 

・ストレプトマイシンを含む

農薬の使用回数は1回。 
花房散布 

30～100ℓ/10a 

花房浸漬 

満開予定日

の １ ４ 日前 

～ 満 開 期 

花房浸漬 

（ 第 １ 回 目 

ｼ ﾞ ﾍ ﾞ ﾚ ﾘ ﾝ 

処理と併用） 

・ジベレリン液に添加して使

用する場合、第１回ジベレ

リン処理時に本剤を添加し

て花房浸漬処理し、第２回

ジベレリン処理（単用）を必

ず行う。 

温 州 

ミ カ ン 

フィガロン乳剤 ・間引摘果 1,000～ 

2,000倍 

満開 2 0～

5 0日後で

生理落果

の あ る 時 

立木全面散布 

葉先からしたた

りはじめる程度 

2 50～500  

ℓ/10ａ 

１回 ・目的以外の植物に対し

てもごく微量で影響があ

るので、周辺の植物には

かからないようにする。 

・気象や生育の条件によ

って反応が大きく異なる

ので、使用に当たって

は薬剤に添付された効

果・薬害等の注意事項

を熟読して理解し、適切

に使用する。 

・エチクロゼートを含む農

薬の使用回数は４回以

内（1,000倍希釈散布は２

回以内）。 
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樹 種 薬 剤 名 
【対象品種等】 

使用目的 

使  用  方  法 
注 意 事 項 

希釈倍数 使用時期 使用方法 回 数 

キ ウ イ 

フルーツ 

フルメット液剤 ・果実肥大促進 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

1～5ppm 

開 花 後 

2 0～30日 

果実浸漬 

又は 

果実散布 

１回 ・処理時期が早い場合に

は、変形果の発生、生理

落果の増加、過剰肥大

に伴う糖度低下を生じる

おそれがある。   

・果頂部に薬液がたまると

変形果発生につながる

ので、処理後、棚の針金

等をゆすり、過量の薬液

を振い落とす。 

・ホルクロルフェニュロン

を含む農薬の使用回数

は１回以内。 

リ ン ゴ ストッポール液剤 ・収穫前落果防止 1,000～ 

1,500倍 

収穫開始

予定日の

２５～７日前 

立木全面散布 

300～600 ℓ/10a 

２回 

以内 

･効果を安定させるために

２回散布する場合は、１０

日程度間隔をあける。 

・展着剤は、加用しない｡ 

･散布後に降雨があって

も、再散布はしない。 

･ジクロルプロップを含む

農薬の総使用回数は２

回以内。 
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※これ以降のブドウに関する薬剤の登録内容は、本県の推進品種である「シャインマスカット」、「藤稔」、「ブ

ラックビート」、「サニールージュ」、および「巨峰」、「デラウェア」についてのみ記載する。 

 

ブドウ[無核栽培] ジベレリン粉末 
・降雨やフェーン現象などによる異常乾燥の心配が無い日を選んで処理する。 

・着粒が安定するとともに果粒の肥大が促進されるので、着果過多（過密着）による裂果発生の恐れがある。 

品種 使用目的 
使用方法 

注意事項 
希釈倍数 使用時期 使用方法 回数 

サニールージュ

を除く巨峰系4倍

体品種 

 

※「藤稔」、「ブ
ラックビート」、

「巨峰」が該当 

・無種子化 

・果粒肥大促進 

第１回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

12.5～ 

25ppm 

第１回目： 

満 開 時 ～ 

満開３日後 

第１回目： 

花房浸漬 

2回以内 
（但し、降雨等

により再処理を

行う場合は合

計４回以内） 

・ジベレリンを含む農

薬の総使用回数は

３回以内。但し降雨

等により再処理を行

う場合は合計５回以

内。 
第２回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

第２回目： 

満開１０～ 

１ ５ 日 後 

第２回目： 

果房浸漬 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

満 開 ３ ～ 

５ 日 後 

（ 落花期 ） 

花房浸漬 
（ホルクロルフェニュロン

1 0ｐｐｍ液に加用 ) 

１回 
（但し、降雨等

により再処理を

行う場合は合

計２回以内） 
・無種子化 ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

12.5～ 

25ppm 

満 開 時 ～ 

満開3日後 

花房浸漬 
（満開１０～１５日後に

ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝによ

る果粒肥大促進処理

を行うこと） 

・果房伸長促進 ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

3～5ppm 

展 葉 ３ ～ 

５ 枚 時 

花房散布 

30～100ℓ/10a 

１回 

サニールージュ ・無種子化 

・果粒肥大促進 

第１回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

12.5～ 

25ppm 

第１回目： 

満 開 時 ～ 

満開３日後 

第1回目： 

花房浸漬 

２回以内 
（但し、降雨等

により再処理を

行う場合は合

計４回以内） 第２回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

第２回目： 

満開１０～ 

１ ５ 日 後 

第２回目： 

果房浸漬 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

満 開 ３ 

～ ５ 日 後 

（ 落花期 ） 

花房浸漬 
（ホルクロルフェニュロン

1 0ｐｐｍ液に加用 ) 

１回 
（但し、降雨等

により再処理を

行う場合は合

計２回以内） 
・無種子化 ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

12.5～ 

25ppm 

満 開 時 ～ 

満開３日後 

花房浸漬 

（満開１０～１５日後にﾎ

ﾙｸﾛﾙﾌｪニュロンによ

る果粒肥大促進処理

を行うこと） 

・果房伸長促進 ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

3～5ppm 

展 葉 ３ ～ 

５ 枚 時 

花房散布 

30～100ℓ/10a 

１回 

・着粒密度低減 

・果粒肥大促進 

第１回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

第１回目： 

満開予定日 

１４～２０日前 

第１回目： 

花房浸漬 
（ホルクロルフェニュ

ロン3ｐｐｍ液に加用） 

２回以内 

（但し、降雨等

により再処理を

行う場合は合

計４回以内） 第２回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

第２回目： 

満開１０～ 

１ ５ 日 後 

第２回目： 

果房浸漬 
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ブドウ[無核栽培] ジベレリン粉末 （続き） 

品種 使用目的 
使用方法 

注意事項 
希釈倍数 使用時期 使用方法 回数 

2倍体欧州系品種 

 

※「シャインマス

カット」が該当 

・無種子化 

・果粒肥大促進 

第１回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

第１回目： 

満 開 時 ～ 

満開３日後 

第１回目： 

花房浸漬 

２回以内 
（但し、降雨等

により再処理を

行う場合は合

計４回以内） 

・ジベレリンを含む農

薬の総使用回数は

３回以内。但し、降

雨等により再処理を

行う場合は合計５回

以内。 

第２回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

第２回目： 

満開１０～ 

１ ５ 日 後 

第２回目： 

果房浸漬 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

満 開 ３ ～ 

５ 日 後 

（ 落花期 ） 

花房浸漬 

（ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ

10ｐｐｍ液に加用） 

１回 

（但し、降雨等

により再処理を

行う場合は合

計２回以内） 

・果房伸長促進 ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

3～5ppm 

展 葉 ３ ～ 

５ 枚 時 

花房散布 

30～100ℓ/10a 

１回 

デラウェア ・無種子化 

・果粒肥大促進 

第１回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

100ppm 

第１回目： 

満開予定日

約１４日前 

第１回目： 

花房浸漬 

２回以内 
（但し、降雨等

により再処理を

行う場合は合

計４回以内） 

・ジベレリンを含む農

薬の総使用回数は

２回。但し、降雨等

により再処理を行う

場合は合計４回以

内。 

第２回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

75～ 

100ppm 

第２回目： 

満 開 

約１０日後 

第２回目： 

果房浸漬 

又は 

果房散布 

30～100ℓ/10a 

第１回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

100ppm 

第１回目： 

満開予定日

１８～１４日

前 

第１回目： 

花房浸漬 

（ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ1

～5ｐｐｍ液に加

用） 

第２回目： 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

75～ 

100ppm 

第２回目： 

満 開 

約１０日後 

第２回目： 

果房浸漬 

又は 

果房散布 

30～100ℓ/10a 

 

ブドウ[有核栽培] ジベレリン粉末 

品種 使用目的 
使用方法 

注意事項 
希釈倍数 使用時期 使用方法 回数 

巨峰 ・果粒肥大促進 ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 

25ppm 

満開１０～ 

２ ０ 日 後 

果房浸漬 １回 

（但し、降雨等

により再処理

を行う場合は

合計２回以内） 

・ジベレリンを含む農

薬の使用回数は１回

以内。但し、降雨等

により再処理を行う

場合は合計２回以

内。 

 

※品種や有核、無核など栽培方法によって登録内容が異なるため、製品に添付された取扱説明書の内容を必

ず確認する。 
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ブドウ[無核栽培] フルメット液剤 

品種 使用目的 
使用方法 

注意事項 
濃度 使用時期 使用方法 回数 

サニールージュ

を除く巨峰系４倍

体品種 

 

※「藤稔」、「ブ
ラックビート」、

「巨峰」が該当 

・着粒安定 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
2～5ppm 

開花始め～

満 開 前 

 

又は 

 

満 開 時 ～ 

満開３日後 

開花始め～満開前に使用

する場合 

花房浸漬 

（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ第１回目及び第2回

目処理は慣行） 

１回 
（但し、降

雨等により

再処理を

行う場合

は合計２

回以内） 

・ホルクロルフ

ェニュロンを

含む農薬の総

使用回数は３

回以内 。 但

し、降雨等に

より再処理を

行う場合は合

計５回以内。 

・ジベレリン以

外の薬剤との

混用は避け

る。 

満開時～満開３日後に使用

する場合 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 花房浸漬  

（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ第２回目処理は慣

行） 

・果粒肥大促進 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
5～10ppm 

満開１０～ 

１ ５ 日 後 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用するか又

はﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ単用で

処理 果房浸漬 

（満開時～満開３日後のｼﾞ

ﾍﾞﾚﾘﾝによる無種子化処理

は慣行） 

・無種子化 

・果粒肥大促進 
ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

10ppm 

満 開 ３ ～ 

５ 日 後 

（ 落花期 ） 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 花房浸漬 

・花穂発育促進 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
1～2ppm 

展 葉 ６ ～ 

８ 枚 時 

花房散布 

サニールージュ ・着粒安定 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
2～5ppm 

開花始め～ 

満 開 前 

 

 

又は 

 

満 開 時 ～ 

満開３日後 

開花始め～満開前に使用

する場合 

花房浸漬 

（ジベレリン第１回目及び第2

回目処理は慣行） 

満開時～満開３日後に使用

する場合 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 花房浸漬 

（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ第２回目処理は慣

行） 

・果粒肥大促進 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
5～10ppm 

満開１０～ 

１５日後 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用するか又

はﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ単用で

処理 果房浸漬 

（満開時～満開３日後のジベ

レリンによる無種子化処理は

慣行） 

・無種子化 

・果粒肥大促進 
ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

10ppm 

満 開 ３ ～ 

５ 日 後 

（落花期） 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 花房浸漬 

・着粒密度低減 

・果粒肥大促進 
ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

3ppm 

満開予定日

１４～２０日前 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 花房浸漬 

（ジベレリン第２回目処理は慣

行） 

・花穂発育促進 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
1～2ppm 

展 葉 ６ ～ 

８ 枚 時 

花房散布 
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ブドウ[無核栽培] フルメット液剤（続き） 

品種 使用目的 
使用方法 

注意事項 
濃度 使用時期 使用方法 回数 

2倍体欧州系品種 

 

※「シャインマス

カット」が該当 

・着粒安定 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
2～5ppm 

開花始め～ 

満 開 前 

 

 

又は 

 

満 開 時 ～ 

満開３日後 

開花始め～満開前に使用

する場合 

花房浸漬 

（ジベレリン第１回目及び第2

回目処理は慣行） 

１回 
（但し、降

雨等により

再処理を

行う場合

は合計２回

以 内 ） 

・ホルクロルフ

ェニュロンを

含む農薬の総

使用回数は３

回以内 。 但

し、降雨等に

より再処理を

行う場合は合

計５回以内。 

・ジベレリン以

外の薬剤との

混用は避け

る。 

満開時～満開３日後に使

用する場合 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 花房浸漬 

（ジベレリン第２回目処理は慣

行） 

・果粒肥大促進 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
2～10ppm 

満開１０～ 

１ ５ 日 後 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 果房浸漬 

（ジベレリン第１回目処理は慣

行） 

ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
5～10ppm 

満開 1 0～ 

1 5 日 後 

果房浸漬 

（ジベレリン第１回目処理は慣

行） 

・無種子化 

・果粒肥大促進 
ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

10ppm 

満開3～5日

後(落花期) 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 花房浸漬 

・花穂発育促進 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
1～2ppm 

展 葉 ６ 

～ ８ 枚 時 

花房散布 

デラウェア 

 

（施設栽培） 

・ジベレリン処理

適期幅拡大 

ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

1～5ppm 

満開予定日

１８～１４日

前 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 花房浸漬 

（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ第２回目処理は

慣行） 

・ホルクロルフ

ェニュロンを

含む農薬の総

使用回数は２

回以内 。 但

し、降雨等に

より再処理を

行う場合は合

計４回以内。 

・ジベレリン以

外の薬剤との

混用は避け

る。 

・着粒安定 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

5～10ppm 

開 花 始 め 

～ 満 開 時 

花房浸漬 

・果粒肥大促進 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

3～5ppm 

満 開 

約１０日後 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 果房浸漬 

（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ第１回目処理は

慣行） 

ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

3～10ppm 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 果房浸漬 

（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ第１回目処理は

慣行） 

デラウェア 

 

（露地栽培） 

・ジベレリン処理

適期幅拡大 

ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

1～5ppm 

満開予定日

１８～１４日

前 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 花房浸漬 

（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ第２回目処理は

慣行） 

・着粒安定 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

2～5ppm 

開 花 始 め 

～ 満 開 時 

花房浸漬 

ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

5ppm 

花房散布 

・果粒肥大促進 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

3～5ppm 

満 開 

約１０日後 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 果房浸漬 

（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ第１回目処理は

慣行） 

ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 

3～10ppm 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝに加用 果房浸漬 

（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ第１回目処理は

慣行） 

※品種や有核、無核など栽培方法によって登録内容が異なるため、製品に添付された取扱説明書の内容を必

ず確認する。 
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ブドウ[有核栽培] フルメット液剤 

品種 使用目的 
使用方法 

注意事項 
濃度 使用時期 使用方法 回数 

巨峰系４倍体品

種 

 

※「藤稔」、

「ブラックビー

ト」、「サニー

ルージュ」「巨

峰」が該当 

 

・果粒肥大

促進 
ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ 
5～10ppm 

満開１５～ 

2 0 日 後 

果房浸漬 １回 
（但し、降雨等

により再処理を

行う場合は合計

２ 回 以 内 ） 

・ホルクロルフェニュロンを含

む農薬の総使用回数は１回。

但し、降雨等により再処理を

行う場合は合計２回以内。 

・ジベレリン以外の薬剤との混

用は避ける。 

 

ブドウ フラスター液剤 

 

 

品種 使用目的 
使用方法 

注意事項 
希釈倍数 使用時期 使用方法 回数 

巨峰系４倍体品

種[巨峰・ピオー

ネを除く] 

 

※「藤稔」、「ブ
ラックビート」、

「サニールージ

ュ」が該当 

 

・着粒増加 

・新梢伸長抑制 

 

500～ 

800倍 

新梢展開葉 

７～1 1枚時 

（開花始期まで） 

散布 

100～150 

ℓ/10ａ 

２回 

以内 

 

 

 

 

 

・重複散布にならないよ

うに注意する。 

・他の農薬との混用は避

け、単用で使用する。 

・多品種の混植園やブド

ウ園同士が近接してい

る場合、登録のない品

種に薬液がかからない

ように注意する。 
巨峰（露地栽培） 1,000倍 散布 

300ℓ/10ａ 

巨峰（露地栽培） 

巨峰（施設栽培） 

500～ 

800倍 

新梢展開葉 

７～1 1枚時 

（開花始期まで） 

散布 

100～150 

ℓ/10ａ 

２回 

以内 

シャインマスカット ・新梢伸長抑制 500倍 満 開 1 0 ～ 

2 0 日 後 

但し、収穫

60日前まで 

散布 

150ℓ/10ａ 

1,000倍 散布 

300ℓ/10ａ 

・着粒増加 

 

1,000～ 

2,000倍 

新梢展開葉 

７～1 1枚時 

（開花始期まで） 

散布 

100～150 

ℓ/10ａ 

デラウエア 

（施設栽培） 

（露地栽培） 

・新梢伸長抑制 800～ 

1,000倍 

新梢展開葉

7～ 11枚時

(開花始期まで) 

散布 

100～150 

ℓ/10ａ 

1回 

デラウエア 

（露地栽培） 

 

1,500～ 

2,000倍 

散布 

200～250 

ℓ/10ａ 
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